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年末年始の業務案内

救急医療
12月 1月

30日 31日 1日 2日 3日
日 月 祝 水 木

市立休日急病診療所 ℡891・8124
内科・小児科 10：00～14：00（受付時間9：45～13：45）
歯科 10：00～12：00（受付時間9：45～11：45）

年末年始
急病診療所

交野病院 ℡891・0331 内科・小児科・外科 休み 10：00～12：00、13：00～15：00

星田南病院 ℡891・3500 内科・小児科 休み 休み 休み
北河内夜間救急センター
（寝屋川市豊野町 15ー 10） ℡821・3003 小児科（15歳未満） 21:00～0：30（受付時間20：30～0：30）

※受診するときは、必ず保険証を持参してください。

一般業務
【年　末】12月 28 日（金）まで、通常どおり
【年　始】1月 4日（金）から、通常どおり

し尿の収集（乙辺浄化センター　℡ 892・2472）
【年　末】12月 28 日（金）まで、通常どおり
【年　始】1月 4日（金）から、通常どおり
※ 定期収集の日程が、変更される地区があります。水洗化などによる臨時収集は、2週間前まで
に申し込んでください。

水道（水道局　℡ 891・0016）
【年　末】12月 28 日（金）まで、通常どおり
【年　始】1月 4日（金）から、通常どおり
※道路での漏水など突発事故が発生した場合は、水道局へご連絡ください。
※ 屋内での突発的な故障などは、最寄りの給水工事指定店へご連絡ください。

（市役所　℡ 892・0121）
（星田出張所　℡ 891・2031）
（ゆうゆうセンター　℡ 893・6400）
（青年の家　℡ 892・7721）

ゆうゆうバス（社会福祉課　℡ 893・6400）
【年末年始】12月 28 日（金）～ 1月 4日（金）は運休

※休み中も婚姻・出生・死亡などの届け出は、市役所本館地下の警備員室で受け付けています。

広報かたの　1月 1日号は、1月 7日（月）から配布
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各施設（開館・貸し出しなど）
12 月 1月

27 日 28 日 29 日 30 日 31 日 1日 2日 3日 4日 5日 6日
木 金 土 日 月 祝 水 木 金 土 日

貸
し
出
し
施
設

いきいきランド
ゆうゆうセンター
青年の家
武道館
屋外体育施設（グラウンド・コート）
星田西体育施設
第 1児童センター
星の里いわふね
星田コミュニティーセンター

図
書
館
な
ど

倉治図書館
青年の家図書室
星田コミュニティーセンター図書室
第 1児童センター幾野図書室
歴史民俗資料展示室

ごみ収集（環境事業所　℡   892・2471）

休み

警　察
12 月 1月

27 日 28 日 29 日 30 日 31 日 1日 2日 3日 4日 5日 6日
木 金 土 日 月 祝 水 木 金 土 日

枚方警察署・星のまち交番
（運転免許の更新・車庫証明など）

※枚方警察署の取り扱い時間は午前 9時～午後 5時、星のまち交番は午前10時～午後 5時です。
休み

粗大ごみ・資源ごみ＝第 1～ 4水曜日（地区別）
【年　末】12月 26 日（水）まで、通常どおり
【年　始】 1 月 5日（土）に、第 1水曜日分を収

集（2週目以降は、通常どおり）

粗大ごみの予約＝月～金、午前 9時～午後 4時
【年　末】 12 月 28 日（金）まで、通常どおり
【年　始】 1 月 4日（金）から、通常どおり
※粗大ごみの予約は、祝日も受け付けています。

粗大ごみ予約　℡   891・5
ごみなし

374
受付センター　月～金、午前9時～午後4時

臨時・引っ越しごみ
【年　末】12月 27 日（木）まで、通常どおり
【年　始】1月 7日（月）から、通常どおり
※  1 月 7日（月）の収集は、1月 4日（金）午後
3時 30分までに、申し込んでください。

普通ごみ（生ごみ）＝【月・木】【火・金】
【年　末】 12 月 28 日（金）まで、通常どおり
　　　　　〈月・木地域は30日（日）に臨時収集〉
【年　始】1月 4日（金）から、通常どおり
※  30 日（日）午前中のみ、環境事業所で普通ご
みの持ち込みを受け付けます。

　年末年始は、普通ごみの量が大幅に増加す
るため、通常の収集時間と大幅に異なる場合
があります。収集漏れをなくすためにも、必ず
午前8時45分までに決められた場所へ出し
てください。

持込ごみ＝月～金、午前 9時～午後 3時 30 分
【年　末】 12 月 28 日（金）まで、通常どおり（28

日のみ午後 5時まで受け付け）
【年　始】1月 4日（金）から、通常どおり
※持込ごみは、祝日も受け付けています。

　大掃除などで、粗大ごみの処理を考えてい
る人は、粗大ごみの申し込みと持込ごみの日
程を計画的に利用してください。

変更になる粗大ごみ予約締め切り日・収集日
1月 予約締め切り日 収集日

第 1水曜日分 12 月 26 日（水） 1月 5日（土）
第 2水曜日分 12 月 28 日（金） 1 月 9日（水）
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市政のうごき

廃プラの
分別収集説明会

問い合わせ　循環型社会推進室
（℡  892・0121）

　

来
年
２
月
か
ら
始
ま
る
廃
プ
ラ

の
分
別
収
集
に
あ
わ
せ
、
分
別
の

廃プラ分別収集説明会の日程（12月）
地区名 と　き ところ

梅が枝 1日 午後7時 第一集会所
駅前住宅 15日 午後7時 駅前住宅集会所

私市山手
5日 午後7時 私市山手自治会館
6日 午後7時 青葉台会館

寺 1日 午後7時 寺会館

星田山手
1日

午前10時 星田山手東集会所
午後1時30分

星田山手自治会館
11日 ①午前10時

②午後7時
妙見坂 2日 午後1時 妙見坂自治会館
森 15日 午後1時30分 森区民ホール

全市民対象
15日 午前10時 市役所別館3階

中会議室

16日 午前10時 ゆうゆうセンター
3階展示活用室

廃プラ分別収集Ｑ＆Ａ
各地区の説明会で出た質問

Ｑ　廃プラとは何ですか。
Ａ 　ペットボトルとプラスチック製容器包装の
略称で、上記のマークがついています。
Ｑ　どうやって分別したらよいのですか。
Ａ 　ペットボトルとプラスチック製容器包装の
マークを目印に、普通ごみなどと分けてくださ
い。詳しくは、12月10日ごろに全戸配布を予
定している廃プラ分別資料をご覧ください。
Ｑ 　ペットボトルは、ふたとラベルを外して出
すと聞いたのですが。
Ａ 　ふたとラベルは、ペットボトルから外した
上、同じ袋に入れて回収に出してください。
これは、それぞれのリサイクル方法が違うか
らです。もし、そのまま回収すると、リサイク
ルプラザで、一つひとつ外さなければならず、
無駄な費用がかかってしまいます。
Ｑ 　スーパーの店頭などにあるペットボトルの
回収ボックスは、なくなるのですか。
Ａ 　市が設置している青色の「ペットボトル回
収ボックス」は、20年 2月 1日（金）に、す
べて撤去する予定です。これ以外のリサイク
ルボックスについては、それぞれの場所でご
確認ください。

北河内 4市リサイクルプラザ
愛称は「かざぐるま」に決定

　北河内 4市リサイクルプラザの愛称が、全
518 件の応募作品の中から選考した結果、次
のとおり決定しました。
　最優秀賞の「かざぐるま」は、今後、施設の
愛称として、建物内外の表示に使用します。
■最優秀賞

▽「かざぐるま」＝森本博子さん（寝屋川市）
　 子どもから大人まで、世代を問わず親しみ
があり、わかりやすくて呼びやすい名前で
す。４枚の羽根がくるくる回る様には、４
市が協力し合って循環型社会を実現してい
くイメージがあります。また、循環型社会
というかざぐるまは、「風」すなわち市民の
協力によって、はじめて動きだすことを表
しています。
■優秀賞

▽「リ・サラ」＝出口郁子さん（寝屋川市）

▽  「クローバー」＝吉行百合子さん（交野市）、
谷黎子さん（枚方市）、小田桜子さん（枚方
市）、坂井茉里耶さん（枚方市）、小林茉美さ
ん（枚方市）、地德彩香さん（寝屋川市）

※ 応募作品に「クローバー」の言葉が含まれ
ている全ての作品を優秀賞としました。

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
各
地
区
単

位
で
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
地
区
の
説
明
会
に
参

加
で
き
な
い
人
は
、
全
市
民
対
象

の
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
集
合
住
宅
や
自
治
会
単

位
な
ど
で
、
独
自
に
説
明
会
を
希

望
す
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

※ 

地
区
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
説
明

会
の
対
象
を
役
員
の
み
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
や
自
治
会
、
丁
目

別
な
ど
に
分
け
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
住
ん
で
い
る
地

区
の
回
覧
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼

プラスチック製
　容器包装のマーク

ペットボトルの ▼

マーク
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市政のうごき

第二京阪道路の状況（10月の動き）

▽  各地区役員と話し
合いを実施

▽  ㈶大阪府文化財セ
ンターが私部南遺
跡発掘調査地で周
辺住民（約 140人）
に現地を公開（6
日）

　なお、最新の状況は、
ホームページ（http://www.city. katano.osaka.jp/）に
掲載しています。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡  892・0121）

国、西日本高速道路㈱［第二京阪道路事業者］は、
平成21年度の供用を目標に事業を進めています

交野の中央区間において、
仮囲いが設置され、文化財
調査をはじめとした工事が
進んでいます。

　

19
年
度
に
実
施
さ
れ
た
国
か
ら

地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
伴
う
経
過

措
置
と
、
20
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
主
な
税
の
改
正
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

申
告
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
分

は
、市・府
民
税（
所
得
割
）か
ら
控
除
」

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
、
所
得
税

に
だ
け
あ
る
制
度
で
し
た
。し
か

し
、
税
源
移
譲
で
、
所
得
税
が
減

少
し
た
結
果
、
控
除
可
能
額
が
所

得
税
額
を
上
回
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
11
年
〜
18

年
に
入
居
し
た
人
に
限
り
、
所
得

税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
分
を
、

20
年
度
以
降
の
市
・
府
民
税
（
所

得
割
）か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
人
は
、
次
の
と

お
り
、
毎
年
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

対 　

象　

下
表
の
計
算
方
法
で
控

除
額
が
発
生
す
る
人
。給
与
所

得
者
に
つ
い
て
は
、
源
泉
徴
収

票
の
摘
要
欄
に
、「
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
可
能
額
」
が
記
載

さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
金
額
が

実
際
の
控
除
額
「
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
の
額
」
よ
り
大
き

い
場
合
に
対
象

必
要
書
類
と
提
出
先

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
人

　

 

市
・
府
民
税
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
申
告
書
（
※
）、
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
＝
市
税

務
室
市
民
税
係

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

　

 

市
・
府
民
税
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
申
告
書（
※
）、所
得

税
確
定
申
告
書
＝
枚
方
税
務
署

申 

告
期
限　

そ
の
年
の
３
月
15
日

（
20
年
は
3
月
17
日
）

※
20
年
１
月
か
ら
税
務
室
で
配
布
。

税制度の改正
～経過措置には申告が必要です～

問い合わせ　税務室市民税係
（℡  892・0121）

控除額の計算
① 住宅借入金等特別控除可
能額

② 税源移譲前の税率を使っ
て計算した所得税額

↓
　①と②のうち、少ない方
の金額から、「税源移譲後の
税率を使って計算した所得
税額」を差し引いた額

「
19
年
に
所
得
が
減
っ
て
、所
得
税
が

か
か
ら
な
く
な
っ
た
人
は
申
告
を
」

　

退
職
な
ど
に
よ
り
、
19
年
中
の

所
得
が
減
っ
て
所
得
税
が
か
か
ら

な
く
な
っ
た
場
合
、
19
年
度
市
・

府
民
税
の
増
額
分
を
所
得
税
で
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
既
に
納
付
し
た

19
年
度
の
市
・
府
民
税
か
ら
増
額

相
当
分
を
還
付
す
る
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
措
置
を
う
け
る
た
め
に
は
、

次
の
期
間
に
申
告
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、19
年
中
に
亡
く
な
っ
た
人

や
海
外
に
転
出
し
て
20
年
１
月
１

日
現
在
、国
内
に
居
住
し
て
い
な
い

人
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

必 

要
書
類
と
提
出
先　

19
年
度
分

市
・
府
民
税
減
額
申
告
書
＝
19

年
１
月
１
日
に
住
ん
で
い
た
市

町
村

申 

告
期
間　

20
年
７
月
１
日
〜
31

日

　

近
年
多
発
し
て
い
る
地
震
災
害

を
受
け
、
地
震
保
険
料
控
除
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
っ
て
、

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
損
害
保
険
料
控

除
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

 

住
宅
ロ
ー
ン
控
除（
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
）の
経
過
措
置

税
源
移
譲
時
の
所
得
変
動
に
対

す
る
経
過
措
置

地
震
保
険
料
控
除
の
新
設
と
損

害
保
険
料
控
除
の
廃
止

経
過
措
置
と
し
て
、
18
年
12
月
31

日
ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保

険
契
約
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
損
害
保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

変更された控除内容
控除内容 控除限度額

地震保険料契約に関
する保険料の 1/2 25,000 円

経過措置＝ 18 年 12
月 31 日までに締結し
た長期損害保険契約

10,000 円

地震保険と長期損害
保険がある場合 25,000 円
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損益計算書（18年4月1日～19年3月31日、消費税抜き、単位：円）
借　方 貸　方

科　目 金　額 科　目 金　額
水道事業費用 1.390.375.892 水道事業収益 1,476,750,291
　営業費用 1,286,613,337 　営業収益 1,416,773,250
　　原水及び浄水費 540,251,593 　　給水収益 1,371,732,568
　　配水及び給水費 219,713,641 　　その他営業収益 45,040,682
　　総係費 302,659,232 　営業外収益 59,977,041
　　減価償却費 222,899,765 　　受取利息 641,451
　　資産減耗費 1,089,106 　　分担金 59,004,000
　営業外費用 101,878,024 　　雑収益 331,590
　　支払い利息及び
　　企業債取扱諸費 97,136,345

　　繰延勘定償却 2,600,000
　　雑支出 2,141,679
　特別損失 1,884,531
　　過年度損益修正損 1,884,531
当年度純利益 86,374,399

計 1,476,750,291 計 1,476,750,291
貸借対照表（19年3月31日、消費税抜き、単位：円）
借　方 貸　方

科　目 金　額 科　目 金　額
（資産の部） （負債の部）
固定資産 7,011,531,215 固定負債 584,318,550
　有形固定資産 6,991,212,815 　引当金 584,318,550
　無形固定資産 318,400 流動負債 374,493,653
　投資 20,000,000 　未払金 260,718,121
流動資産 2,806,738,575 　前受金 18,688,833
　現金預金 2,635,364,553 　その他流動負債 95,086,699
　未収金 161,581,059（資本の部）
　貯蔵品 9,792,963 資本金 4,313,073,855
繰延勘定 2,600,000 　自己資本金 307,349,667
　開発費 2,600,000 　借入資本金 4,005,724,188

剰余金 4,548,983,732
　資本剰余金 3,291,379,121
　利益剰余金 1,257,604,611

計 9,820,869,790 計 9,820,869,790

1立方㍍当たりの費用構成比
科　目 構成比 1㎥あたり費用

職員給与費 28.49% 47円55銭
支払利息 6.99% 11円67銭
減価償却費 16.05% 26円79銭
動力費 5.44% 9円7銭
修繕費 5.74% 9円57銭
材料費 0.05% 9銭
薬品費 1.03% 1円71銭
受水費 23.84% 39円79銭
その他 12.37% 20円64銭

計 100.0% 166円88銭

18 年度
水道事業の決算

問い合わせ　水道局
（℡  891・0016）
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年 間総配水量　水道局から全
世帯に送り出された年間の
総水量。18 年度の総水量
は、甲子園球場の約 19.5
杯分に相当
有 収水量　配水量のうち、料
金収入となった水量

口 座振替のお願い

　水道料金の納付は、便利で確
実な口座振替をご利用くださ
い。

開 栓、閉栓の手続き

　新しく水道を使用するとき
や、使用を止めるときには申し
込みが必要です。水道局、市民
課、星田出張所で、前もって行
うことができます。2～ 3日前
までに認め印を持参の上、前記
の場所へお越しください。
　マンションなどの管理会社
に水道料金を支払っている人
は、管理会社に連絡をお願いし
ます。
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市政のうごき

⑴任免の状況
①職員採用の状況（19年4月1日）

区　分 採用人数
事務職 7人
技術職 4人
消防職 4人
指導主事 2人
合　計 17人

⑵部門別職員数の状況

部門 区分 職員数 対前年
増減数18年 19年

一般行政

議会 7 7 0
総務 90 84 -6
税務 26 26 0
民生 96 96 0
衛生 82 79 -3
労働 0 0 0

農林水産 5 5 0
商工 5 4 -1
土木 31 28 -3
小計 342 329 -13

特別行政
教育 110 102 -8
消防 66 69 3
小計 176 171 -5

公営企業等

水道 33 30 -3
下水道 8 8 0
その他 23 26 3
小計 64 64 0

合計［条例の定数］ 582［728］564［728］ -18
教育長除く計 581 563 -18

※ 定員管理調査による一般職に属する職員数であり、
臨時または非常勤職員を除きます。

⑴人件費の状況（普通〈一般〉会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（19年3月31日現在） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B/A）
17年度の
人件費率

18年度 78,628人 216億7,660万円 1億770万円 55億9,596万円 25.8％ 26.7％
※人件費には、市長・副市長・議員および各種行政委員らの非常勤特別職の給料、報酬を含みます。

⑵職員給与費の状況（普通〈一般〉会計予算）

区　分 職員数
（A）

給与費 1人当たり
給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

19年度 516人 20億7,488万円 5億5,430万円 9億432万円 35億3,350万円 685万円
※職員数および給与費は、19年度の当初予算額です。
※職員手当には、退職手当は含みません。

　

市
の
人
事
行
政
の
公
平
性
や
透

明
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、現
在
の

運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
の
内
容
は
概
要
版
で
す
。

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.katano. 

osaka.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1．職員の任免および職員数の状況

2．給与の状況

②退職の状況（18年度）
区　分 定年 勧奨 死亡 自己都合
事務職 5人 15人 － 6人
技術職 － 6人 － 1人
消防職 － － － 1人

技能労務職 4人 1人 － －
指導主事 － － － 2人
合　計 9人 22人 0人 10人

人事行政の運営
などの状況（概要版）

問い合わせ　人事課
（℡  892・0121）

⑶ 職員（一般行政職）の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（19年4月1日現在）
区　分 初任給 経験年数10年 同15年 同20年
大学卒 183,800円 262,400円 303,000円 340,800円
高校卒 153,800円 230,200円 270,100円 311,300円
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⑷職員手当の状況
①期末・勤勉手当の状況（18年度）

区　分
支給割合 職制上の段階や職

務の級などによる
加算措置期末手当 勤勉手当

6月期
1.40月分 0.725月分 理事・部長級：20％

次長・課長級：15％
課長代理級：10％
係長級：5％

（0.75 月分）（0.35 月分）

12月期
1.60月分 0.725月分

（0.85 月分）（0.40 月分）
※（　）内は、再任用職員に係るものです。
※国と同様の支給割合です。

②退職手当の状況（18年度）

区　分
支給割合

自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.00月分 27.30月分
同25年 33.75月分 42.12月分
同35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
加算措置 定年前勧奨退職者2％～20％

18年度平均支給額 1,149万円 2,692万円
※ 平均支給額は、18年度に退職した全職種に係る職
員に支給された平均額です。

③その他の職員手当（19年4月1日現在）
区　分 支給内容

扶養手当

配偶者＝13,000円、配偶者以外
1人につき＝6,000円、扶養親族
でない配偶者がある場合の1人
目の子など＝6,500円、配偶者の
いない場合の1人目の子など＝
11,000円、16歳～22歳の扶養
親族（子）は5,500円加算

住居手当
（※）

借家（最高支給限度額）＝30,000
円、持ち家で世帯主＝13,000円、
その他＝11,000円、自ら居住す
る住宅購入などのため借入金を償
還している場合は2,500円加算

通勤手当

交通機関利用者＝6か月定期代で
一括支給（1か月あたり55,000円
上限）、交通用具等利用者＝距離に
より2,000円～24,500円、自動
車通勤者は1,000円加算
（2㌔未満を除く）

管理職
手当

理事＝63,000円、部長＝53,000
円、参 事 ＝51,000円、次 長 ＝
47,000 円、課 長 ＝ 44,000 円、
主幹＝42,000円、課長代理＝
38,000円

地域手当 「給料＋扶養手当＋管理職手当」
の6％

特殊勤務
手当

市（13種類）、水道局（7種類）「主な
手当の内容」ごみ収集作業手当＝
500円/日、し尿等処理作業手当
＝350円/日、消防職員業務手当
＝水火災200円/件・救急100円
/件、有害物取扱作業手当＝150
円/日、夜間勤務従事手当＝450
円/回

時間外
勤務手当

正規の勤務時間以外に勤務を命じ
られた場合、1時間当たり給与額
に125/100～160/100を乗じた
額

休日勤務
手当

休日に勤務を命じられた場合、1
時間当たり給与額に135/100～
160/100を乗じた額

夜間勤務
手当

正規の勤務時間として、午後10時
～午前5時に勤務をした場合、1
時間当たり給与額に25/100を乗
じた額

※ 19年10月1日から、次のとおり変更され
ました。

借家（最高支給限度額）＝27,000円、持ち家で
世帯主＝10,000円、その他＝8,000円、借入
金を償還している場合の2,500円加算は購入
などの日から5年間に限定

⑸特別職の報酬などの状況（19年4月1日現在）

区　分
18年度支給割合

給料・報酬月額 期末手当
市長 792,000円 4.45月分
副市長 726,250円 4.45月分
議長 655,500円 4.45月分
副議長 603,250円 4.45月分
議員 570,000円 4.45月分
区　分 退職手当 支給時期

市長 給料月額×50/100
×在職月数

任期ごと
副市長 給料月額×30/100

×在職月数
※ 15年7月1日の給料から、市長20％、副市長17％を、
同じく報酬から、議長・副議長・議員それぞれ5％減額
した後の額です。

3．勤務時間その他の勤務条件の状況

⑴勤務時間の状況（19年4月1日現在）
1週間の勤務時間 1日の勤務時間 始業 終業
38時間45分 7時間45分 午前9時 午後5時30分

※休息は正午～午後0時15分、休憩は午後0時15分～1時
※施設など特別な勤務形態をとる職場については、始業・終業時刻が異なる場合があります。

市政のうごき
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6.研修および勤務成績の評定

⑴研修の状況（18年度）
①人事課主催研修
新入職員研修 OA研修 人権研修 交通安全研修 普通救命講習 その他特別研修

13人 93人 33人 40人 21人 666人

②派遣研修

大阪府 マッセ大阪 全国市町村国際
文化研究所 河北研修協議会 その他

派遣研修
2人 74人 8人 15人 103人

③各機関などにおける研修
教育
委員会

消防
本部 市議会 農業

委員会
選挙管理
委員会

監査
委員 水道局 保育士

30人 25人 4人 5人 12人 13人 11人 71人

⑵自己啓発に関する経費助成
（18年度）

　① 通信教育講座修了＝ 6件（語学、
パソコン、手話、カウンセリン
グ）

　② 資格取得＝ 4 件（ケアマネ
ジャー、労務管理士、社会福祉
士、調理師）

⑶勤務成績の評定の状況（18年度）
　職員の資質向上を目的に、所属長
が職員への指導などを行う中で、職
員に対する評価を行い、人事配置や
職員の処遇に反映しています。

7.福祉および利益の保護の状況

⑴健康診断の状況（18年度）
　 定期健康診断、VDT作業健診、有機溶剤従事者健診、
深夜業務従事者健診、頸肩腕痛・腰痛検査など
⑵福利厚生の状況（18年度）
　地方公務員法で義務付けられている職員の福利厚生
については、市職員厚生会と府市町村職員互助会（府内42市町村などで構成）で行っています。
　市職員厚生会では、17年度から事業主負担金を職員の会費と同額にするとともに、事業内容について
も引き続き廃止を含めた見直しを行いました。また、府市町村職員互助会では、引き続き事業主負担金を
引き下げたほか、事業内容についても廃止を含めた見直しを行いました。
① 市職員厚生会の事業（健康管理・増進事業、宿泊利用補助事業、レクリエーション事業など）
② 府市町村職員互助会の事業（福利厚生事業、貸付事業、給付事業など）

⑶公務災害補償の状況（18年度）
公務災害申請件数 通勤災害申請件数

6件 －

8.公平委員会の報告事項

⑴勤務条件に関する措置要求の状況（18年度）＝該当なし
※ 職員は、地方公務員法により、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、市の当局
により適当な措置がとられるべきことを要求することができます。
⑵不利益処分に関する不服申立ての状況（18年度）＝該当なし
※ 職員は、地方公務員法により、懲戒その他意に反する不利益な処分に関して、公平委員会に不服の申し
立てをすることができます。

4.分限および懲戒処分の状況（18年度）

分限処分 懲戒処分
病気休職12件 －

5.服務の状況（18年度）

職務専念義務の免除 営利企業等の従事許可
283件 2件

※ 職務専念義務が免除されるのは、研修や福利厚生
事業に参加する場合などです。

※ 営利企業等の従事許可とは、営利企業その他の団
体の役員などの地位を兼ねる場合などに、任命権
者の許可が必要となるものです。

⑵年次有給休暇の状況（18年度）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 取得率
21,793日 6,795日 565人 12.0日 31.2％

※年度途中の退職者や派遣職員などを除きます。

市政のうごき
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　市長公室、企画財政室、
　総務課、人事課、税務室、
　市民総合窓口担当、市民課、
　国民健康保険課、こども室、
　商工観光課、会計室、
　議会事務局、
　行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　環境保全課、都市計画課、
　道路河川課、農とみどり課、
　下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430
ファミリー・サポート・センター ℡  893・0757

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

文　
化

文　化
　 野鳥のブローチ教室
　 お正月着物着付教室
　 お正月いけ花教室
　 ハンドベル教室
　 しめなわづくり
　 成人式「二十歳のつどい」
　 学研都市線で行こう！

  青少年コーナー

野
鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
教
室

（
成
人
対
象
）

と 　

き　

12
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と 

こ
ろ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

定　

員　

先
着
20
人

※ 

幼
児
・
小
学
生
が
参
加
す
る
と

き
は
、
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
あ
れ
ば

彫
刻
刀
か
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、

絵
の
具
、細
い
筆
、水
入
れ

講　

師　

ブ
ロ
ー
チ
同
好
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

５
日
（
水
）
か
ら
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

武
道
館
第
１
・
２
作
法

室
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定　

員　

20
人

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。応
募
者

が
10
人
未
満
の
場
合
は
開
講
し

ま
せ
ん
。

参 

加
費　

２
６
０
０
円
（
１
日
だ

け
の
場
合
は
１
３
０
０
円
）

講　

師　

野
田
文
代
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

４
日
（
火
）
〜
12
日
（
水
）
に
参

加
費
を
持
っ
て
青
年
の
家
窓
口

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

武
道
館　

第
１
・
２
作

法
室

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定　

員　

20
人

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。応
募
者

が
10
人
未
満
の
場
合
は
、
開
講

し
ま
せ
ん
。

参
加
費

▽
正
月
盛
花
＝
２
５
０
０
円

▽
正
月
若
松
＝
３
５
０
０
円

※ 

ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ

い
。

※ 

現
代
風
ア
レ
ン
ジ
で
、
初
め
て

の
人
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

講　

師　

松
井
利
華
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

４
日
（
火
）
〜
12
日
（
水
）
に
参

加
費
を
持
っ
て
青
年
の
家
窓
口

お
正
月
着
物
着
付
教
室

と 　

き　

12
月
15
日
（
土
）・
16

日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

※ 

１
日
だ
け
の
受
講
も
可
能
で
す

が
、
で
き
る
だ
け
２
日
間
と
も

お
正
月
い
け
花

（
信
貴
山
真
華
流
）教
室

と 　

き　

12
月
23
日
（
日
）
午
前
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成
人
式

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

　
「
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を
自

覚
し
、
自
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る

青
年
を
祝
い
励
ま
す
」
日
と
し
て

市
で
は
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

20
年
１
月
14
日
（
祝
）

午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
昭
和
62

年
４
月
２
日
〜
63
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
人

内 　

容　

式
典
・
歓
談
（
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
用

意
）

※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。

ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室

と 　

き　

20
年
１
月
〜
３
月
の
毎

月
第
２
・
４
木
曜
日
午
前
10
時

〜
正
午（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

青
年
の
家　

学
び
の
館

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定　

員　

18
人

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。応
募
者

が
10
人
未
満
の
場
合
は
開
講
し

ま
せ
ん
。

参
加
費　

６
０
０
０
円

講　

師　

杉
林
則
子
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）
に
参

加
費
を
持
っ
て
青
年
の
家
窓
口

し
め
な
わ
づ
く
り

　

家
族
で
一
緒
に
つ
く
っ
た
し
め

な
わ
を
お
正
月
に
飾
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

12
月
15
日（
土
）

▽
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

ロ
ビ
ー

定　

員　

各
部
先
着
30
人

参
加
費　

無
料

講　

師　

交
野
市
古
文
化
同
好
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

５
日
（
水
）
か
ら
電
話
で
高
齢

介
護
課

※ 

対
象
者
に
は
12
月
中
旬
に
案
内

は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

当
日
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

転
入
な
ど
で
案
内
は
が
き
の
な

い
人
は
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
式
典
に
参
加
で
き

な
い
人
に
は
、
青
年
の
家
で
記
念

品
を
渡
し
ま
す
の
で
、
案
内
は
が

き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受 

け
渡
し
期
間　

１
月
16
日（
水
）

〜
31
日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午

後
９
時
（
日
曜
・
月
曜
日
は
午

後
５
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

学
研
都
市
線
で
行
こ
う
！

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
７

募 
集
作
品　

学
研
都
市
線
を
走
る

列
車
や
沿
線
の
ま
ち
の
風
景
な

ど
、
学
研
都
市
線
に
関
す
る
も

の
を
題
材
と
し
た
も
の

※ 

入
賞
者
に
は
沿
線
の
地
元
特
産

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法
・
規
格

▽ 

郵
送
＝
現
像
し
た
作
品
１
点
ご

と
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応

募
用
紙
を
添
え
て　

〒
６
１
９

－

１
１
９
５　

木
津
川
市
加

茂
町
里
南
古
田
１
５
６　

片
町

線
複
線
化
促
進
期
成
同
盟
会
事

務
局（
木
津
川
市
企
画
課
内
）

※ 

応
募
用
紙
は
市
企
画
財
政
室

企
画
担
当
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

※ 

大
き
さ
は
２
１
０
㍉
×
３
０
０

㍉
ま
で
と
し
ま
す
。

▽ 

ｅ
メ
ー
ル
＝
①
氏
名
②
郵
便
番

号
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
年
齢

⑥
職
業
⑦
撮
影
地
⑧
題
名
⑨
撮

影
日
⑩
一
言
コ
メ
ン
ト
⑪
ハ
ン

ド
ル
ネ
ー
ム
を
明
記
し
、
画
像

デ
ー
タ
（
５
０
０
Ｋ
Ｂ
以
内
）

　「こども 110 番の家」は、善意から始まった運動です。子
どもたちは、何かあれば「こども 110 番の家」の旗がある
家に飛び込みなさいと指導されています。
　しかし、子どもは素直ですから、こう指導されると、何か
あったときに、目の前の家でなく、この旗がある家を探す
のではないでしょうか。これでは、いざという時に助けて
くれる家とそうでない家を分けているようなものです。
　旗を掲げていなくても、子どもが助けを求めて家に飛び
込んできたとき、やさしく対応する親切心は、どの家庭で
も持っていると思います。また、そうすることが地域の責
任だと思います。
　子どもにとって大人は、誰でも困ったときに助けてくれ
る存在であり、大人にとって子どもは、知らない子でも困
っているときには、手を差し伸べる存在である。こんな関
係が定着すれば、安心・安全な社会になるのではないでし
ょうか。
　「こども 110番の家」の旗は、本当は全ての大人に見えな
い旗として掲げられるべきなのかも知れません。
交野市青少年指導員会広報部
問い合わせ　青少年育成課

青少年コーナー
こども 110番の家

を
添
付
し
て
応
募
ア
ド
レ
ス

（kikaku@
city.kizugaw

a.
lg.jp

）へ
送
信

応 

募
締
切　

20
年
１
月
18
日（
金
）

〈
必
着
〉

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
eb.kyoto-inet.

or.jp/org/gakensen/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

片
町
線
複
線
化

促
進
期
成
同
盟
会
事
務
局
（
℡  

０
７
７
４
・
76
・
８
５
０
４
）か
、

市
企
画
財
政
室
企
画
担
当

前回の成人式
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教　
育

戦
争
体
験
談
募
集

　

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
、
平

和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、
戦

争
体
験
者
の
体
験
談
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
内
容

①
体
験
談
原
稿（
詩
歌
な
ど
含
む
）

② 

体
験
談
を
編
集
担
当
者
に
語
る

（
別
途
日
程
調
整
の
う
え
、
聴

き
取
り
し
ま
す
）

③ 

資
料
提
供
（
写
真
や
手
紙
、
当

時
の
も
の
な
ど
）

応
募
要
領

▽ 

原
稿
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
に
10
枚
以
内
、
ワ
ー
プ
ロ
な

ど
で
作
成
し
て
く
だ
さ
い

▽ 

詩
歌
は
は
が
き
、
ま
た
は
は
が

き
大
の
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い

▽ 

お
お
む
ね
、「
戦
前
・
戦
中
・
戦

後
の
体
験
」「
子
ど
も
の
こ
ろ
の

夢
」「
青
少
年
期
の
歩
み
・
決
断
」

「
戦
後
の
復
興
に
尽
く
し
た
こ

と
が
ら
」
な
ど
の
内
容
を
含
め

た
も
の

※ 
原
稿
の
編
集
・
校
正
は
ご
一
任

く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

20
年

６
月
30
日
ま
で
に
市
長
公
室
人

権
政
策
担
当

高
齢
者
虐
待
防
止
講
演
会

　

近
所
の
お
年
寄
り
の
様
子
が
お

か
し
か
っ
た
り
、
怒
鳴
り
声
が
聞

こ
え
た
り
な
ど
、「
こ
ん
な
時
ど
う

し
よ
う
」「
ど
こ
に
通
報
し
た
ら

い
い
の
」
と
い
う
疑
問
に
答
え
ま

す
。

と 　

き　

12
月
19
日
（
水
）
午
後

2
時
〜
4
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
4

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
の
人

テ 

ー
マ　
「
え
っ
！
こ
ん
な
時
ど

う
し
た
ら
い
い
の
! ?
〜
近
所
に

気
に
な
る
高
齢
者
を
発
見
し
た

ら
〜
」

参
加
費　

無
料

講 　

師　

大
阪
介
護
支
援
専
門
員

協
会　

福
田
弘
子
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
８
９

３
・
６
４
２
３
）

放
課
後
児
童
会
の

20
年
度
入
会
申
請

　

市
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
放
課
後
に
保
護
者
の
保
護

が
受
け
ら
れ
な
い
児
童
に
対
し
、

安
全
の
確
保
と
健
全
な
育
成
を
助

け
る
た
め
に
、
放
課
後
児
童
会
を

開
会
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
新
小
学
１

年
生
〜
新
４
年
生
で
、
保
護
者

の
労
働
・
病
気
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
放
課
後
に
適
切
な
保
護

を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

費　

用

▽ 

月
会
費　

５
０
０
０
円
（
同
一

世
帯
で
2
人
目
以
降
の
児
童
は

２
５
０
０
円
）

※
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽ 
育
成
活
動
費　

月
額
３
０
１
０

円（
お
や
つ
代
な
ど
）

申 

請
用
紙
配
布
期
間　

12
月
５
日

（
水
）〜

申
請
用
紙
配
布
時
間

▽ 

青
少
年
育
成
課
（
青
年
の
家
）

＝
午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
日
・

月
曜
日
は
、午
後
５
時
ま
で
）

▽ 

各
児
童
会
＝
午
後
１
時
〜
６
時

15
分
（
下
表
○
印
の
児
童
会
の

み
、
土
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
６
時
15
分
も
配
布
、
日
曜

日
・
第
４
土
曜
日
は
休
会
）

※ 

祝
日
と
12
月
29
日
〜
20
年
１
月

３
日
は
休
館
日
の
た
め
、
青
少

年
育
成
課
・
児
童
会
と
も
配
布

し
ま
せ
ん
。

申 

し
込
み　

20
年
1
月
10
日（
木
）

〜
20
日
（
日
）
に
申
請
書
類
一

式
を
持
っ
て
青
少
年
育
成
課

放
課
後
児
童
会
名
称
と

実
施
場
所
一
覧

○
交
野
児
童
会

　

交
野
小
学
校（
私
部
１

－

54

－

１
）

　

交
野
児
童
会
分
室

　

交
野
小
学
校（
私
部
１

－

54

－

１
）

○
星
田
児
童
会

　

 

星
田
ふ
れ
あ
い
館
（
星
田
１

－

49

－

11
）

○
郡
津
児
童
会

　

郡
津
小
学
校（
郡
津
４

－

13

－

１
）

　

郡
津
児
童
会
分
室

　

 

出
屋
敷
ふ
れ
あ
い
館
（
私
部
４

－

11

－

８
）

　

岩
船
児
童
会

　

岩
船
小
学
校（
森
北
１

－

25

－

１
）

　

倉
治
児
童
会

　

倉
治
小
学
校（
倉
治
１

－

15

－

１
）

○
妙
見
坂
児
童
会

　

 
妙
見
坂
小
学
校
（
妙
見
坂
７

－

20

－

１
）

　

長
宝
寺
児
童
会

　

 

長
宝
寺
小
学
校
（
郡
津
１

－

43

－

１
）

　

旭
児
童
会

　

旭
小
学
校（
星
田
４

－

18

－

１
）

　

藤
が
尾
児
童
会

　

 

藤
が
尾
小
学
校
（
星
田
北
２

－

45

－

１
）

○
私
市
児
童
会

　

私
市
小
学
校（
私
市
９

－

５

－

10
）

※ 

受
け
付
け
時
間
は
配
布
時
間
と

同
じ
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

人　
権

福　
祉

教　育
　 放課後児童会の入会申請
人　権
　 戦争体験談募集
福　祉
　 高齢者虐待防止講演会
　 児童扶養手当
　 大阪ろうあ者成人式
　 ハート・プラスマークをご存じですか
　税
　 税収確保重点月間
　 決算説明会
　 市・府民税の納期月
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児
童
扶
養
手
当

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
（
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未

満
）
で
、
次
に
該
当
し
て
い
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
が
受
給
で
き
ま
す
。

▽
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

▽
父
が
死
亡
し
た
児
童

▽ 

父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

▽ 

父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
▽ 

父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

▽ 

父
が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

▽ 

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産

し
た
児
童

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
受
給
資

格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。届
け

を
出
さ
な
い
ま
ま
手
当
を
受
け
て

い
る
と
、
資
格
が
な
く
な
っ
た
日

か
ら
手
当
を
全
額
返
還
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▽ 

手
当
を
受
け
て
い
る
母
が
婚
姻

し
た
と
き
（
内
縁
関
係
・
同
居

含
む
）

▽ 

児
童
を
監
護
・
養
育
し
な
く
な

っ
た
と
き
（
児
童
施
設
入
所
な

ど
を
含
む
）

▽ 

公
的
年
金
、
遺
族
補
償
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

▽ 

児
童
を
遺
棄
し
て
い
た
父
が
帰

っ
て
き
た
と
き
（
安
否
を
気
遣

う
電
話
や
手
紙
な
ど
連
絡
が
あ

っ
た
場
合
を
含
む
）

▽ 

児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き（
父
の
拘

禁
が
解
除
さ
れ
た
場
合
を
含
む
）

▽ 
そ
の
他
要
件
に
該
当
し
な
く
な

っ
た
と
き

■
12
月
期
の
定
時
払
い

　

児
童
扶
養
手
当
の
定
時
払
い

は
、12
月
11
日（
火
）で
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

と 　

き　

20
年
１
月
13
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
５

－

４

－

13
）

参
加
費　

無
料

主 　

催　

㈳
大
阪
聴
力
障
害
者
協

会
・
大
阪
市
聴
言
障
害
者
協
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

①
住

所
②
氏
名
③
生
年
月
日
④
フ
ァ

ク
ス
番
号
を
電
話
か
、
フ
ァ
ク

ス
で
大
阪
聴
力
障
害
者
協
会
事

務
局
（
℡  
06
・
６
７
６
１
・
１

３
９
４　

℻  
06
・
６
７
６
８
・

３
８
３
３
）

ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
を

ご
存
じ
で
す
か

　

ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
は
、

内
部
障
が
い
・
内
臓
疾
患
の
あ

る
人
た
ち
の
存
在
を
視
覚
的
に
示

し
、
理
解
を
求
め
る
こ
と
を
目
的

に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

内
部
障
が
い
・
内
臓
疾
患
の

あ
る
人
は
、
立
ち
続
け
る
の
が
辛

い
な
ど
、
身
体
に
不
自
由
が
あ
る

の
に
外
見
か
ら
は
そ
れ
が
分
か
ら

ず
、電
車
や
バ
ス
、職
場
、学
校
な

ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
と
き

は
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

　
税

税
収
確
保
重
点
月
間

　

12
月
は「
税
収
確
保
重
点
月
間
」

で
す
。

　

税
収
入
の
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
市
税
務
室
で
は

　

電
話
や
文
書
、
訪
問
に
よ
る
納

税
催
促
を
集
中
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
日
程
で
開
庁
し
て

い
ま
す
の
で
、
納
付
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

12
月
10
日
（
月
）
〜
19

日
（
水
）
午
後
５
時
30
分
〜
８

時〈
15
日（
土
）・
16
日（
日
）は

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
〉

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

■
北
河
内
府
税
事
務
所
で
は

　

こ
の
期
間
に
、
滞
納
者
に
対
し

て
電
話
や
自
宅
へ
訪
問
な
ど
に
よ

る
納
税
催
告
を
集
中
し
て
行
い
ま

す
。納
付
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に

は
、
預
貯
金
、
給
料
や
自
動
車
の

差
押
え
を
行
う
な
ど
、
毅
然
と
対

応
し
ま
す
。

問 
い
合
わ
せ　

北
河
内
府
税
事
務

所（
℡  
８
４
４
・
１
３
３
１
）

 

決
算
説
明
会

　

平
成
19
年
分
の
確
定
申
告
に
向

け
て
、決
算
の
仕
方
や
決
算
書（
収

支
内
訳
書
）
の
書
き
方
、
改
正
消

費
税
法
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

と 　

き　

12
月
10
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
3
階　

中

会
議
室

※ 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

対 　

象　

青
色
・
白
色
申
告
者

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、
計
算
用
具

（
電
卓
な
ど
）、
直
近
の
決
算
書

（
収
支
内
訳
書
）

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
税
務
署
（
℡  

８
４
４
・
９
５
２
１
）

市
・
府
民
税
の
納
期
月

　

12
月
は
、
市
・
府
民
税
第
４

期
分
の
納
期
月
で
す
。

　

期
限
の
12
月
25
日
（
火
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室



19.12.01 (14)

保
険
・
年
金

保険・年金
　 住宅改修・福祉用具購入の受領委任払い
　 介護保険料納付証明書
　 国民健康保険からのお知らせ
　 健康カレンダーを配布
　 老人医療証の交付申請
　 国民健康保険料の納付
　 介護保険料の納付
環　境
　 エコオフィス実施結果

介
護
保
険
料

納
付
証
明
書

■ 

口
座
振
替
、
納
入
通
知
書
に
よ

る
保
険
料
納
付
（
普
通
徴
収
）

の
人

　

19
年
１
月
〜
12
月
に
、
介
護
保

険
料
を
一
度
で
も
口
座
振
替
（
自

動
払
込
）
で
納
入
し
た
人
を
対
象

に
、
20
年
１
月
中
旬
に
「
介
護
保

険
料
納
付
証
明
書
」
を
送
る
予
定

で
す
。

　

１
年
間
通
じ
て
、
納
入
通
知
書

で
納
付
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
領

収
書
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
介
護
保
険
料
納
付
証
明
書
」
の

送
付
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■ 

年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に

よ
る
納
付
の
人

　

各
年
金
保
険
者
か
ら
、
１
月
末

ご
ろ
に
送
ら
れ
る
予
定
の
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
年
金

か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
分
の

介
護
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、「
介
護
保
険
料
納
付
証

明
書
」
の
送
付
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

に
つ
い
て
は
、
非
課
税
年
金
と
な

り
ま
す
の
で
、「
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
」は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
料

額
は
、
あ
く
ま
で
年
金
か
ら
の
天

引
き
分
の
み
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

介
護
保
険
料
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

※ 「
介
護
保
険
料
納
付
証
明
書
」

の
送
付
対
象
と
な
ら
な
い
人
で

も
、
こ
の
証
明
書
が
必
要
な
人

は
高
齢
介
護
課
ま
で
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
発
行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
・
福
祉

用
具
購
入
の
受
領
委
任
払
い

　

介
護
保
険
を
利
用
し
て
、
住
宅

改
修
や
福
祉
用
具
購
入
の
制
度
を

利
用
す
る
場
合
に
、
費
用
全
額
を

い
っ
た
ん
事
業
者
へ
支
払
い
、
後

日
、
保
険
適
用
分
の
９
割
が
市
か

ら
利
用
者
に
支
払
わ
れ
る
「
償
還

払
い
制
度
」
に
加
え
、
12
月
か
ら
、

原
則
１
割
を
事
業
者
へ
支
払
う
だ

け
で
済
む「
受
領
委
任
払
い
制
度
」

を
開
始
し
ま
す
。

　

受
領
委
任
払
い
制
度
は
、
事
業

者
の
承
諾
が
あ
る
場
合
に
利
用
で

き
、
費
用
の
残
り
の
９
割
は
、
後

日
、
市
か
ら
事
業
者
へ
支
払
わ
れ

ま
す
。

　

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
・
福
祉

用
具
購
入
制
度
の
利
用
に
は
、
対

象
範
囲
な
ど
の
規
定
が
あ
り
ま

す
。必
ず
事
前
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
か
高
齢
介
護
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

■ 

納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
納
付

相
談
に

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
と
き
は
、
納
付
期
限
の
延
期
な

ど
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
国
民
健
康
保

険
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
毎
月
納

め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

振
替
日
は
毎
月
27
日
で
、
27
日

が
休
み
の
場
合
は
翌
営
業
日
に
な

り
ま
す
。

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
役
所

本
館
１
階
の
国
民
健
康
保
険
課

か
、星
田
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

■ 

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

　

以
前
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
お
り
、
喪
失
の
手
続
き
を

せ
ず
に
、
現
在
社
会
保
険
（
職
場

の
保
険
）に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

脱
退
手
続
き
を
し
な
い
と
、
保

険
料
の
請
求
が
行
き
続
け
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

［広告］

広報紙に広告を載せませんか
　「広報かたの」は事業所や自営業者のみなさん
から有料広告を募集します。
　希望する広告主は、次の取り扱い業者に直接
お問い合わせください。
広告の大きさ　1枠＝縦45㍉×横84㍉
※2枠を一体的に使うこともできます。
問い合わせ　㈱宣成社（℡06・6222・7999）

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。
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老
人
医
療
証
の

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
20
年
１
月
１
日
か
ら
老
人
医

療(

医
療
費
の
助
成)

制
度
の
受

給
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
医
療
証
の
交
付
申
請

(

代
理
申
請
可)

に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽ 

20
年
１
月
中
に
満
65
歳
に
な
る

人
で

① 
自
立
支
援
医
療
費(

精
神
通

院)
に
該
当
す
る
人(

自
立
支

援
医
療
受
給
者
証
所
持
の
人)

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人(

患
者
票
所
持
の
人)

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証(

特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む)
を

持
っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

昭
和
13
年
１
月
２
日
〜
昭
和
14

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
人
で

①
19
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯

② 

自
立
支
援
医
療
費(

精
神
通

院)

に
該
当
す
る
人(

自
立
支

援
医
療
受
給
者
証
所
持
の
人)

③ 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人(

患
者
票
所
持
の
人)

④ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証(

特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む)

を

持
っ
て
い
る
人

⑤ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※ 

②
〜
⑤
に
該
当
の
人
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の(

患

者
票
な
ど)

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

20
日(

木)

か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

　

市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯

に
、
20
年
の
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。希
望
す
る

人
は
、
最
寄
り
の
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

配 

布
場
所　

市
役
所
本
館
、
星
田

出
張
所
、ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

国民健康保険料
の納付

　12 月分の納期限は 12 月
27 日（木）〈口座振替日は 27
日（木）〉です。期限内に納めま
しょう。
問い合わせ　国民健康保険課

介
護
保
険
料
の
納
付

　

12
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

を
除
く
）
の
納
期
限
は
20
年
１

月
４
日
（
金
）
で
す
。
必
ず
納

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

エ
コ
オ
フ
ィ
ス

実
施
結
果

　

市
は
、
18
年
度
か
ら
「
第
2
期

交
野
市
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
率
先
行
動

計
画
（
5
年
間
）」
に
基
づ
き
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
と
環
境

に
や
さ
し
い
職
場
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
１
年
目（
18
年
度
）の
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。

　

16
年
度
を
基
準
年
と
し
、
温

室
効
果
ガ
ス
（
Ｃ
Ｏ　
換
算
）
を

５
・
６
％
削
減
し
、
目
標
の
１
・
２

％
を
上
回
る
成
果
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
施
設
で
の
省
エ
ネ
の

徹
底
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
約
8
割
を
占
め
る
電
気
使

用
量
が
６
・
２
％
減
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
６
月
か
ら
導
入
し
た

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
Ｌ
Ａ
Ｓ
ー
Ｅ
）
に
よ
っ
て
、
率
先

行
動
を
推
進
し
、
更
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
を
目
ざ
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
数
値
、
評
価
や
「
率

先
行
動
計
画
」の
詳
し
い
内
容
は
、

市
役
所
本
館
2
階
の
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.katano.o

saka.jp/kakka/kansei/3
5
e

cooffi
  ce.htm

l

）で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課

環　
境

２

［広告］ ［広告］
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環　
境

環　境
　 地下水採取量報告対象地域拡大
くらし
　 ごみ排出抑制のお願い
　 市民課からのお知らせ
　 消防出初式
　 入札参加資格の追加申請受付
　 計画概要案・ガイドラインにご意見を
　 サラ金・クレジット無料相談

地
下
水
採
取
量
報
告
の

対
象
地
域
が
拡
大

　

府
は
、
地
盤
沈
下
防
止
対
策
と

し
て
、
地
下
水
採
取
量
を
的
確
に

把
握
す
る
た
め
、
１
月
か
ら
地
下

水
採
取
量
報
告
の
対
象
地
域
を
大

阪
府
全
域
に
拡
大
し
ま
す
。

　

吐
出
口
断
面
積
が
６
平
方
㌢
㍍

を
超
え
る
揚
水
機
で
、
地
下
水
を

採
取
し
て
い
る
事
業
所
は
、
水
量

測
定
器
を
設
置
し
、
毎
年
１
回
、

府
知
事
に
採
取
量
の
報
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.epcc.pref.os

aka.jp/shidou/jiban/todok
ede/naiyou.htm

l

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

府
環
境
保
全
課

（
℡
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

く
ら
し

ご
み
排
出

抑
制
の
お
願
い

　

交
野
市
と
四
條
畷
市
が
共
同
で

ご
み
処
理
を
し
て
い
る
焼
却
施
設

の
焼
却
炉
は
、
稼
働
後
１
号
炉
が

40
年
、２
号
炉
は
34
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
進
み
、
施
設
の
延
命
措

置
の
た
め
の
整
備
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

今
年
度
は
、
20
年
１
月
23
日

（
水
）〜
29
日（
火
）の
予
定
で
、排

ガ
ス
ダ
ク
ト
整
備
工
事
が
行
わ

れ
、
焼
却
炉
が
２
基
と
も
完
全
に

停
止
し
ま
す
。

　

こ
の
間
に
見
込
ま
れ
る
ご
み

排
出
量
は
両
市
で
約
６
２
０
㌧
で

す
。こ
の
う
ち
、
２
０
０
㌧
は
、
施

設
で
貯
留
し
て
お
け
ま
す
が
、
残

り
の
約
４
２
０
㌧
は
溢
れ
て
し
ま

い
ま
す
。溢
れ
て
し
ま
う
分
の
ご

み
は
、
近
隣
市
に
処
理
の
協
力
依

頼
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

で
き
る
限
り
ご
み
量
を
減
ら
し
、

負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
一
層
の
ご
み

排
出
抑
制
に
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会
推
進

室

市
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
土
曜
日
も
住
民
票
な
ど
を
発
行

　

毎
週
土
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝

日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
正
午
に
、

住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
の
発
行

業
務
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
内
）
で
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

取 

り
扱
い
業
務　

住
民
票
・
印
鑑

証
明
・
年
金
現
況
届
・
住
民
票

記
載
事
項
証
明
・
登
録
原
票
記

載
事
項
証
明
の
発
行

■
本
人
確
認
に
ご
協
力
を

　

住
民
票
な
ど
の
交
付
申
請
時

に
、
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証

な
ど
で
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■ 

住
基
カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ

い

　

住
基
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
カ
ー

ド
）
は
、
本
人
確
認
書
類
と
し
て

便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
課

消
防
出
初
式

　

市
消
防
本
部
・
署
、
交
野
市
消

防
団
は
、
新
春
恒
例
の
消
防
出
初

式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と 　

き　

１
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

第
四
中
学
校
校
庭

※ 

雨
天
の
場
合
は
、
同
校
体
育
館

で
式
典
の
み
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

［広告］

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。
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サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

無
料
相
談

　

借
金
に
関
す
る
悩
み
に
、
弁
護

士
・
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

と 

き
・
と
こ
ろ　

下
表
の
と
お
り

相 

談
時
間　

１
人
30
分（
予
約
制
）

※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※ 

下
表
の
期
間
以
外
で
も
、
大
阪

弁
護
士
会（
℡  
06
・
６
３
６
４
・

１
２
４
８
）、
大
阪
司
法
書
士

会
（
℡  
06
・
６
９
４
３
・
６
０

９
９
）、
府
貸
金
業
対
策
課
（
℡  

06
・
６
９
４
４
・
２
３
４
９
）

で
も
、
無
料
法
律
相
談
（
予
約

制
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

５
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
か

ら
、
下
表
の
予
約
・
問
い
合
わ

せ
先

とき（12月） ところ 所在地 予約・問い合わせ（内線）
守口市 12・13日 守口市消費生活センター 守口市寺内町 1－ 16－ 5 ℡  06・6998・6910
枚方市 12・13日 枚方市市民会館 枚方市岡東町 8－ 33 ℡  841・1221（228）
寝屋川市 12・13日 寝屋川市立消費生活センター 寝屋川市桜木町 5－ 30 ℡  828・0397

大東市 12・13日 大東市役所東別館 1階　
消費生活相談コーナー 大東市谷川 1－ 1－ 1 ℡  872・2181（3126）

門真市 13日 門真市役所 3階　第 2会議室ほか 門真市中町 1－ 1 ℡  06・6902・5944
四條畷市 12・13日 四條畷市役所東別館2階　202会議室 四條畷市中野本町 1－ 1 ℡  877・2121（543）
交野市 12・13日 ゆうゆうセンター 3階　展示活用室 交野市天野が原町 5－ 5－ 1 ℡  892・0121（553）

大阪府 10～ 14日 大阪府貸金業対策課 大阪市中央区大手通 1－ 2－ 12
NBF谷町ビル 5階 ℡  06・6944・2349

※時間はいずれも午後 1時～ 4時です。

入
札
参
加
資
格
の

追
加
申
請
受
付

　

入
札
参
加
資
格
（
20
年
度
分
）

の
追
加
申
請
を
次
の
と
お
り
、
受

け
付
け
ま
す
。
な
お
、
前
回
分
か

ら
、
市
と
市
水
道
局
の
申
請
が
一

本
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
や
水
道
局
が
発
注
す
る
建
設

工
事
や
設
計
委
託
、一
般
委
託（
役

務
提
供
）、
物
品
購
入
な
ど
の
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
は
、

入
札
参
加
資
格
追
加
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

関 

係
書
類
の
提
出
要
領　

12
月
中

旬
に
総
務
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.katano.

osaka.jp/kakka/soum
u/

）

に
掲
載

申 

し
込
み　

20
年
2
月
1
日（
金
）

〜
12
日
（
火
）
必
着
で
、
申
請

用
紙
を
郵
送
で
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

総
務
課
契
約
係

問 

い
合
わ
せ　

総
務
課
か
、
水
道

局
総
務
課

計
画
概
要
案
・
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
素
案
に
ご
意
見
を

　

市
は
、
地
震
に
よ
る
建
築
物
の

倒
壊
な
ど
の
被
害
か
ら
市
民
の
生

命
と
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、「
交
野
市
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
街
化
区
域
の
特
性
を

踏
ま
え
、
計
画
す
る
地
域
や
そ
の

周
辺
の
良
好
な
地
域
環
境
の
維
持
・

形
成
を
図
り
、
適
正
な
土
地
利
用

を
図
る
た
め
に
、
都
市
計
画
法
の

改
正
に
よ
る「
市
街
化
調
整
区
域
に

お
け
る
地
区
計
画
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」素
案
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
案
件
に
つ
い
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

案  　

件　

交
野
市
耐
震
改
修
促
進

計
画
概
要
案
、
市
街
化
調
整
区

域
に
お
け
る
地
区
計
画
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
素
案

案 

の
閲
覧
場
所　

市
役
所
本
館
２

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
役

所
別
館
２
階
都
市
計
画
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

募 

集
期
間　

12
月
10
日
（
月
）
〜

20
年
１
月
９
日（
水
）

意 

見
の
提
出
方
法　

意
見
に
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
、
募
集
期
限
内

〈
消
印
有
効
〉
に
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
ｅ
メ
ー
ル
・
直
接
持
参
で
、

〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

都
市

計
画
課
（
℻  
８
９
３
・
２
６
３
６

e-m
ail:tosi@

city.katano.o
saka.jp

）

※ 

意
見
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
公

表
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。個

人
情
報
部
分
は
公
表
し
ま
せ

ん
。

※ 

意
見
は
集
計
し
て
、
結
果
に
対

す
る
考
え
方
や
対
応
を
公
表

し
、個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

［広告］
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年
末
！
集
中
！

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

と 　

き　

12
月
５
日
（
水
）・
６
日

（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
８
時

と 

こ
ろ　

エ
ル
・
お
お
さ
か
南
館

５
階　

ホ
ー
ル
（
大
阪
市
中
央

区
石
町
２

－

５

－

３
）

相 
談
機
関　

大
阪
労
働
局
、府
総
合

労
働
事
務
所
、
大
阪
弁
護
士
会
、

大
阪
府
社
会
保
険
労
務
士
会

※ 

電
話
相
談（
℡  
06
・
６
９
４
７
・

８
６
０
１
）
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

※ 

弁
護
士
に
よ
る
相
談
（
面
談
の

み
）は
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

府
総
合
労
働
事
務
所

（
℡  
06
・
６
９
４
６
・
２
６
０
８

℻  
06
・
６
９
４
６
・
２
６
３
５
）

く
ら
し

し
ご
と

消費者相談
～悪質商法の　　　　　
　　　　　情報提供～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　
「
近
日
、
店
舗
オ
ー
プ

ン
の
宣
伝
で
、
粗
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
」
と
、
街

で
呼
び
止
め
ら
れ
、
特
設
会
場

へ
案
内
さ
れ
て
、
30
万
円
の
健

康
機
器
を
買
う
よ
う
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
業
者
を
悪
質
商
法
業
者

と
し
て
情
報
提
供
す
れ
ば
、
情

報
は
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
ま

す
か
。　

こ
の
よ
う
に
地
域
で

悪
質
商
法
が
行
わ
れ
た

場
合
、
早
く
情
報
が
入
れ
ば
、

当
コ
ー
ナ
ー
も
地
域
へ
注
意
を

促
し
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機

関
へ
連
絡
す
る
な
ど
、
速
や
か

な
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
被
害
に
あ
っ
た
人
の

解
約
や
返
金
の
業
者
と
の
交
渉

に
も
、
同
種
の
事
例
情
報
が
役

に
立
ち
ま
す
。

　

　

特
定
商
取
引
法

で
は
、
販
売
目
的

を
隠
し
て
、
一
般
の
人
が
自
由

に
出
入
り
し
な
い
場
所
に
誘
い

込
ん
で
勧
誘
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。

　

一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
刑
事

罰
規
定
の
適
用
が
あ
り
、
警
察

へ
の
通
報
が
有
効
な
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
府
知
事
か
ら
事

業
者
な
ど
に
対
し
て
適
切
な
措

置
を
と
る
よ
う
求
め
る
申
し
出

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
悪
質
商
法
排
除
の
た

め
、
情
報
提
供
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ＱＡ

助
言

枚
方
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
歳
末
警
戒
活
動

　

歳
末
の
各
種
事
件
・
事
故
の
防

止
と
犯
人
検
挙
を
図
る
た
め
、
市

民
の
み
な
さ
ん
や
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
し
て
、
歳
末
警
戒
活
動
を

強
化
し
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽ 

ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭
犯
罪
・

住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
窃
盗

の
抑
止
・
検
挙
活
動
の
強
化

▽ 

金
融
機
関
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
を
対
象
と
し
た
犯

罪
の
抑
止
・
検
挙
活
動
の
強
化

▽ 

交
通
死
亡
事
故
に
直
結
す
る
飲

酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
信

号
無
視
の
取
締
り
お
よ
び
交
差

点
活
動
の
強
化

問 
い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署
（
℡  

８
４
５
・
１
２
３
４
）

第
４
回
住
民
自
治
講
座

　

市
は
、
住
民
自
治
を
学
ぶ
た
め

に
、職
員
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
に
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と 　

き　

12
月
26
日(

水)

午
後

３
時
〜
５
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

中

会
議
室

テ 

ー
マ　
「
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
〜
事
件
は
現
場
で
起
こ
っ

て
い
る
〜
」

講 　

師　

兵
庫
県
川
西
市
都
市
計

画
課
長　

酒
本
恭
聖
さ
ん

申
し
込
み　

直
接
会
場

※ 

一
時
保
育
、
手
話
通
訳
が
必
要

な
人
は
、
12
月
10
日（
月
）ま
で

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

企
画
財
政
室
企
画

担
当

くらし
　 枚方警察署からのお知らせ
　 第 4回住民自治講座
しごと
　 労働なんでも相談会
　 勤労者健康管理セミナー
　 就職基礎能力速成講座
　 工業統計調査
求　人
　 ごみ収集スタッフ
　 交野市職員

  消費者相談
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求　
人

※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。

交
野
市
職
員

　

市
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
各
職
種
と
も
国
籍
、
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
消
防
職（
４
人
程
度
）

対　

象

① 

昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
昭
和
61

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
大
学

を
卒
業
し
た
人
（
20
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

② 

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
短
大

な
ど
を
卒
業
し
た
人
（
20
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

③ 

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平
成
２

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
高
校

卒
業
程
度
の
知
識
を
有
す
る
人

（
短
大
な
ど
卒
業
の
人
を
除
く
）

受 

験
資
格　

次
の
す
べ
て
を
満
た

す
人

① 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

で
、過
去
３
年
間
無
事
故
の
人
、

ま
た
は
20
年
３
月
末
日
ま
で
に

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得

見
込
み
の
人

② 

視
力
、色
覚
、聴
力
な
ど
、災
害

現
場
な
ど
に
お
け
る
消
防
職
務

遂
行
に
必
要
な
健
康
度
や
体
力

を
有
し
て
い
る
人

■
建
築
職（
１
人
程
度
）

対 　

象　

昭
和
53
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、大
学
・
短
大
等
・

高
校
で
建
築
に
関
す
る
専
門
の

課
程
を
修
了
し
た
人
（
20
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

第 

１
次
試
験
日　

20
年
１
月
19
日

（
土
）

採
用
予
定
日　

20
年
４
月
１
日

募 

集
要
綱
・
申
込
書
の
配
布　

12

月
17
日（
月
）か
ら
、
市
役
所
本

館
２
階　

人
事
課
、
星
田
出
張

所
、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１
階

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
消

防
本
部
総
務
課

※ 

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
に「
試
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
て
３
６
０

円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

（
縦
23
・
５
㌢
×
横
12
㌢
程
度
）

を
同
封
し
て
、
〒
５
７
６

－

８
５
０
１　

人
事
課

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

25
日
（
火
）
〜
20
年
１
月
11
日

（
金
）〈
12
月
29
日
〜
20
年
１
月

６
日
を
除
く
〉に
人
事
課

工
業
統
計
調
査

　

12
月
31
日
現
在
で
、
経
済
産
業

省
に
よ
り
工
業
統
計
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
製
造
業

お
よ
び
加
工
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
に
、
そ
の
活
動
実
態
を
調
査

す
る
も
の
で
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

１
月
に
、
大
阪
府
知
事
か
ら
任

命
さ
れ
た
調
査
員
が
事
業
所
を
訪

問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記
入

な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

企
画
財
政
室
統

計
担
当
か
、府
統
計
課（
℡  
06
・

６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

若
年
者
の
た
め
の

就
職
基
礎
能
力
速
成
講
座

と 　

き　

20
年
１
月
28
日
（
月
）

〜
２
月
１
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
午
後
５
時

と 

こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
創
造
館
（
寝

北
河
内
地
域
勤
労
者

健
康
管
理
セ
ミ
ナ
ー

　

勤
労
者
の
健
康
障
が
い
に
つ
い

て
、セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

20
年
１
月
18
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
５
時
10
分

と 

こ
ろ　

枚
方
市
地
域
活
性
化
支

援
セ
ン
タ
ー
７
階　

大
研
修
室

（
枚
方
市
車
塚
１

－

１

－

１
）

内　

容

▽ 

セ
ミ
ナ
ー
１
「
ス
ト
レ
ス
と
上

手
に
付
き
合
お
う
〜
セ
ル
フ
ケ

ア
と
ス
ト
レ
ス
解
消
法
〜
」

▽ 

セ
ミ
ナ
ー
２
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
〜
健

康
で
働
く
た
め
に
〜
」

主 　

催　

北
河
内
７
市
、
府
総
合

労
働
事
務
所

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

枚
方

市
産
業
振
興
課
（
℡  
８
４
１
・

１
２
２
１
）
か
、
府
総
合
労
働

事
務
所
（
℡  
06
・
６
９
４
６
・

２
６
０
６
）

屋
川
市
東
大
利
町
２

－

14
）

対 　

象　

34
歳
以
下
の
求
職
者

（
学
生
を
除
く
）

定 　

員　

20
人（
抽
選
）

受 

講
料　

無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
・
保
険
料
な
ど
、
１
０
０
０

円
必
要
）

申 

し
込
み　

20
年
１
月
９
日（
水
）

ま
で
に
申
込
書
（
市
商
工
観
光

課
で
配
布
）
を
枚
方
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
か
、
Ｊ
Ｏ
Ｂ
カ
フ
ェ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ

問 
い
合
わ
せ　

府
能
力
開
発
課

（
℡  
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

－
１　

環
境
事
業
所
「
ご
み
収

集
ス
タ
ッ
フ
募
集
」係

※ 

持
参
の
締
め
切
り
は
12
月
14
日

（
金
）午
後
4
時
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
事
業
所

ご
み
収
集
ス
タ
ッ
フ

対 　

象　

18
歳
〜
35
歳
で
体
力
に

自
信
が
あ
り
、
20
年
1
月
中
旬

か
ら
ご
み
収
集
作
業
の
勤
務
が

可
能
な
人（
高
校
生
不
可
）　

業 

務
内
容　

廃
棄
物
の
収
集
や
事

務
作
業

※ 

廃
棄
物
の
収
集
時
は
、
収
集
現

場
で
迅
速
に
対
応
が
で
き
、
周

囲
の
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
大

き
な
声
で
誘
導
す
る
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
ま
す
。詳
し
く
は

面
接
時
に
説
明
し
ま
す
。

募
集
人
数　

2
人
程
度

勤 

務
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

も
勤
務
）
午
前
8
時
45
分
〜
午

後
5
時
15
分

雇 

用
期
間　

20
年
1
月
中
旬
〜
3

月
31
日（
継
続
雇
用
可
）

賃 　

金　

日
額
９
０
０
０
円
（
別

途
交
通
費
支
給
）

※ 

祝
日
の
勤
務
条
件
・
賃
金
な
ど

は
面
接
時
に
説
明
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

12
月
14
日
（
金
）

〈
必
着
〉
ま
で
に
履
歴
書
を

郵
送
か
持
参
で
〒
５
７
６

－

０
０
４
１　

私
部
西
３

－

３



19.12.01 (20)

子
育
て

求　人
　 放課後児童会アルバイト
子育て
　 第 5期わんぱく教室
　 わいわいくらぶ
　 クリスマスブーツづくり
　 日曜日も母子手帳を発行
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 パクパク離乳食講習会
　 歯ッピー教室
　 ぽっぽちゃん講座
健　康
　 市民健康講座
　 65歳からのいきいき健康講座
　 成人歯科健診

定 　

員　

親
子
20
組
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

講　

師　

谷
畑
恵
子
さ
ん

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
か
ｅ
メ

ー
ル
に
①
コ
ー
ス
名
②
参
加
親

子
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）と
、
子

ど
も
の
生
年
月
日
③
住
所
④
電

話
番
号
を
記
入
し
、
20
年
１
月

15
日（
火
）〈
必
着
〉ま
で
に
、
〒

５
７
６

－

８
５
０
１　

こ
ど

も
室
「
わ
い
わ
い
く
ら
ぶ
」
宛

（e-m
ail:kosodate@

city.k
atano.osaka.jp

）

※ 

ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
者
に
は
３

日
以
内
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

に
受
信
確
認
メ
ー
ル
を
送
り
ま

す
。メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室

第
５
期
わ
ん
ぱ
く
教
室

と
き
・
コ
ー
ス
・
対
象

▽ 

火
曜
コ
ー
ス　

20
年
１
月
15
日

（
火
）
〜
２
月
26
日
（
火
）
の
毎

週
火
曜
日
＝
13
年
４
月
２
日
〜

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
と
保
護
者

▽ 

水
曜
コ
ー
ス　

20
年
１
月
16
日

（
水
）
〜
２
月
27
日
（
水
）
の
毎

週
水
曜
日
＝
17
年
４
月
２
日
〜

18
年
12
月
31
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
と
保
護
者

※ 

い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
10
時
〜

ク
リ
ス
マ
ス

ブ
ー
ツ
づ
く
り

と 　

き　

12
月
21
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時

わ
い
わ
い
く
ら
ぶ

と 　

き　

20
年
２
月
19
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

あ
ま
だ
の
み
や
幼
児
園

大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ 

ー
ス　
「
親
子
で
楽
し
む　

ひ

ろ
が
り
遊
び
」

対　

象　

２
〜
３
歳
児
と
そ
の
親

求　
人

放
課
後
児
童
会

ア
ル
バ
イ
ト

　

放
課
後
児
童
会
の
指
導
員
（
ア

ル
バ
イ
ト
）を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
制
の
フ
リ
ー
指
導

員
も
あ
わ
せ
て
募
集
し
ま
す
。

対 　

象　

50
歳
ま
で
の
子
ど
も
と

接
す
る
こ
と
が
好
き
な
人

勤 

務
時
間　

月
〜
金
曜
日
で
１
日

３
〜
５
時
間
程
度

勤
務
場
所　

市
内
の
児
童
会

業 

務
内
容　

児
童
会
指
導
員
の
補

助
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
介

助
な
ど

募
集
人
数　

１
人

賃　

金　

時
給
８
４
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

17
日
（
月
）
ま
で
に
履
歴
書
を

持
っ
て
青
少
年
育
成
課

11
時
30
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
星
田
３

－

10

－

８　

星
田
保

育
園
内
）

定　

員　

各
12
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。初
参
加

の
人
を
優
先
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
生
年
月
日
・
年
齢
・

性
別
③
郵
便
番
号
・
住
所
④
電

話
番
号
⑤
兄
・
姉
の
有
無
、
同

伴
す
る
弟
・
妹
の
有
無
と
年
齢

を
記
入
し
、12
月
14
日（
金
）〈
必

着
〉
で
〒
５
７
６

－

０
０
１
６

星
田
３

－

10

－

８　

子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
わ
ん
ぱ
く
教
室

係
問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
９
１
・
１
７
９
３
）

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
星
田
３

－

10

－

８　

星
田
保

育
園
内
）

対 　

象　

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

先
着
親
子
15
組

申 

し
込
み　

12
月
３
日
（
月
）
〜

７
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
正
午

に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い

ち
ば
ん
ぼ
し　

く
ら
ぶ
へ
来
所

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
９
１
・
１
７
９
３
）

日
曜
日
も

母
子
手
帳
を
発
行

　

12
月
か
ら
、
日
曜
日
も
健
康
増

進
課
の
窓
口
で
母
子
手
帳
の
発
行

を
始
め
ま
す
。

■ 

日
曜
日
の
発
行
（
祝
日
の
と
き

を
除
く
）

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

発 

行
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

１
階　

健
康
増
進
課

■
平
日
の
発
行

時 　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

30
分

発 

行
場
所　

市
役
所
本
館
１
階　

市
民
課
、
星
田
出
張
所
、
ゆ
う

ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１
階　

健
康
増

進
課

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課



(21)19.12.01
※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。

65
歳
か
ら
の

い
き
い
き
健
康
講
座

と
き
・
内
容

▽
12
月
14
日(

金)

① 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分
＝

「
65
歳
か
ら
の
す
こ
や
か
食
生
活
」

② 

午
後
２
時
35
分
〜
３
時
30
分
＝

「
毎
日
い
き
い
き
！
運
動
習
慣
」

▽
12
月
21
日(

金)

① 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分
＝

「
お
口
の
手
入
れ
で
元
気
歯
つ

ら
つ
」

② 

午
後
２
時
35
分
〜
３
時
30
分
＝

「
こ
こ
ろ
の
健
康
〜
も
の
忘
れ
・

う
つ
病
を
防
ご
う
〜
」

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

定　

員　

各
回
50
人

※ 
両
日
と
も
の
参
加
が
望
ま
し
い

で
す
が
、
ど
ち
ら
か
１
日
の
み

市
民
健
康
講
座

　

日
本
人
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
キ

ャ
リ
ア
（
感
染
し
て
い
る
が
症
状

は
な
い
状
態
）
が
非
常
に
多
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
肝
炎
か
ら
肝
臓
病
と
な

る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
話
を
聞
い
て

健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

20
年
１
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

テ 

ー
マ　
「
知
っ
と
こ
！
肝
心
・

要
の
Ｃ
型
肝
炎
と
肝
臓
が
ん
の

は
な
し
」

定　

員　

40
人

講 　

師　

京
阪
奈
病
院
医
師　

山

東
剛
裕
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

３
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

健　
康

ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
講
座

　

親
同
士
で
、
子
ど
も
の
発
達
の

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

20
年
１
月
10
日(

木)

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組(

予
約
制)

費　

用　

１
０
０
円

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

18
日(

火)

か
ら
健
康
増
進
課

パ
ク
パ
ク

離
乳
食
講
習
会

と 　

き　

12
月
18
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

調
理
実
習
室
２

対 　

象　

６
〜
18
か
月
の
乳
幼
児

を
持
つ
保
護
者

※ 

託
児
が
あ
り
ま
す
。必
要
な
も

の（
バ
ス
タ
オ
ル
、
ミ
ル
ク
、
飲

み
物
〈
お
茶
な
ど
〉、
お
む
つ
な

ど
）は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定 　

員　

先
着
20
人

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

20
年
１
月
８
日(

火)

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 

４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

方
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

成
人
歯
科
健
診

　

今
年
度
内
に
40
歳
、
50
歳
に
な

る
市
民
を
対
象
に
成
人
歯
科
健
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。

期 　

限　

20
年
２
月
29
日
（
金
）

ま
で

と
こ
ろ　

市
内
の
歯
科
医
院

対　

象

▽ 

40
歳
（
昭
和
42
年
４
月
１
日
〜

43
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

▽ 

50
歳
（
昭
和
32
年
４
月
１
日
〜

33
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

※ 

誕
生
日
以
前
の
人
も
受
診
で
き

ま
す
。

費　

用　

３
０
０
円

持 

ち
物　

案
内
は
が
き
か
、年
齢
・

住
所
を
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、
健
康
手
帳
（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）

申
し
込
み　

直
接
歯
科
医
院

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※ 

実
技
を
行
い
ま
す
。動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

手
鏡
・
透
明
の
コ
ッ
プ

（
21
日
の
み)

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

３
日(

月)

か
ら
健
康
増
進
課

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、

筆
記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

３
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

道
筋
と
、
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
遊

び
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

20
年
１
月
11
日(

金)

午
前
10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

は
い
は
い
期(

お
お
む

ね
生
後
９
か
月
〜
12
か
月)

の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※ 

以
前
に
は
い
は
い
期
で
参
加
し

た
こ
と
が
あ
る
人
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

定　

員　

20
組

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

10
日(

月)

か
ら
健
康
増
進
課



19.12.01 (22)

健　
康

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎（食中毒）は、
1年を通して発生していますが、過去 4年間は、
10月初旬に増加する傾向にあります。ウイルス
に感染すると、通常1～2日で下痢・おう吐・腹痛・
発熱などの症状が現れます。
　次のことに気をつけ、感染を予防しましょう。

▽ カキなどの二枚貝は、中心まで十分に加熱して
から食べましょう。

▽ 生鮮食品（野菜・果物など）は、十分に洗いま
しょう。

▽ トイレの後、調理するとき、食事の前はよく手
を洗いましょう。

▽手洗い後は、清潔なもので手を拭きましょう。
　二次感染を予防するために、感染者の便や、お
う吐物の処理は、「すぐに拭き取る」「乾燥させな
い」「消毒する」ことを守りましょう。
問い合わせ　健康増進課

耳より健康コラム
ノロウイルスによる食中毒にご注意

に
関
す
る
相
談
、
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
な
ど

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定　

員　

各
15
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

３
日(

月)

か
ら
健
康
増
進
課

介
護
予
防
・
高
齢
者
の

気
功
講
習
会

　

高
齢
者
が
健
康
に
過
ご
す
た
め

の
養
生
法
と
し
て
、
楽
し
み
な
が

ら
気
功
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

20
年
１
月
22
日
（
火
）

〜
25
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

▽
22
日
＝
運
動
療
法
室

▽ 

23
日
＝
体
験
学
習
・
お
年
寄
り

健
康
教
室

▽ 

24
日
＝
学
び
の
部
屋
（
１
）・

（
２
）・（
３
）

▽ 

25
日
＝
体
験
学
習
・
お
年
寄
り

健
康
教
室

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
気
功
初
心
者

定　

員　

先
着
40
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

３
日
（
月
）
〜
20
年
１
月
15
日

（
火
）に
高
齢
介
護
課

高
齢
者
体
力
測
定

相
談
会

と 　

き　

20
年
１
月
７
日(

月)

①
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

②
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

※ 

①
②
ど
ち
ら
か
を
指
定
し
て
く

だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

作
業
療
法
室

内 　

容　

体
力
測
定
、
介
護
予
防

保
健
所
だ
よ
り

（
20
年
１
月
分
）　

■ 

一
般
健
康
相
談
・
循
環
器
検
診

（
予
約
制
、有
料
）

と 　

き　

１
月
22
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

■ 

肝
炎
検
査（
予
約
制
、有
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時

■ 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査（
無
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

■ 

梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
（
有

料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

■ 

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録（
予
約
制
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜

■ 
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
結
核
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■ 

特
定
疾
患（
難
病
）相
談（
予
約

制
）

と　

き　

随
時

■ 

犬
の
引
き
取
り

と 　

き　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
30
分

※ 

要
印
鑑
、
大
型
犬
は
要
相

談
、１
頭
１
４
０
０
円

■ 

飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査

と 　

き　

毎
週
月
〜
水
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午

■
検　

便

と
き
・
内
容

① 

毎
週
月
〜
水
曜
日
＝
腸
内
細
菌

②
毎
週
月
〜
木
曜
日
＝
寄
生
虫
卵

時　

間　

午
前
９
時
〜
正
午

■ 

室
内
空
気
検
査
（
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
な
ど
）（
予
約
制
）

と 　

き　

毎
日
午
前
９
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
５
時
30
分

■
医
療
相
談

と 　

き　

毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡
８
７
８
・
１
０
２
１
）

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。

健　康
　 保健所だより
　 高齢者体力測定相談会
　 高齢者の気功講習会
　 乳幼児の健診と相談
　 1 月の予防接種

  耳より健康コラム
  2 月の集団健診



(23)19.12.01
※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。

2月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）　　　　　　　　　　　　　　
と　き 健（検）診名 対　　象 定員 結果報告 健（検）診内容

6 日（水） 総合健診D
40歳以上の人
※ 総合健診Dは、2月29日（金）・
3月3日（月）・5日（水）のいず
れかの結果説明会に参加できる
人。

60 人 説明会 基本健康診査（必須）＋生活機能評価（65歳以上）、
がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）、女性がん検診（乳
がん・子宮がん〈6日を除く〉）、B・C型肝炎ウイ
ルス検査、骨粗しょう症検診20日（水） 総合健診A 70人 郵　送

6・20日 結核検診 65歳以上の人 20人

郵　送

胸部レントゲン
骨粗しょう症検診 18歳以上の人 20人 骨密度検査

20日
子宮がん検診 20歳以上の女性 20人 子宮頸部細胞診
乳がん検診 ※下記乳がん検診参照 15人 視触診＋マンモグラフィー
39歳以下の基本健診 16歳～ 39歳の人 20人 基本健康診査（ゆうゆうセンターのみ実施）

健（検）診の対象と料金（70歳以上の人は無料、生活保護・市民税非課税世帯は事前申込で確認の上、無料）
健（検）診名 対　象 料　金 健（検）診名 対　　象 料　金

基本健康診査 16歳以上の人 1,000 円

B・C型肝炎
ウイルス検査

40歳以上で次にあてはまる人
① 肝炎ウイルス検査を受けたことがない人
②過去に肝機能異常を指摘された人
③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機
能検査を受けたことのない人

※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を
すでに受けた人は除きます。

1,000 円
　生活機能評価 65歳以上の人 無　料

胃がん検診 40歳以上の人 個別　 1,500 円
集団　　 600 円

大腸がん検診 40歳以上の人 600円
肺がん検診 40歳以上の人 600円 前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000 円
喀痰検査 40歳以上の人 600円 子宮がん検診

（子宮頸部細胞診）
20 歳以上の女性（医師が指示した場合の
み、子宮体部細胞診〈別途 600円〉） 600円

骨粗しょう症検診 18歳以上の人 1,000 円

結核検診 65歳以上の人 無　料 乳がん検診 昭和 41年以前で、奇数年生まれ（元号）と、
昭和 43年 1～ 3月生まれの女性 2,000 円

申し込み・問い合わせ　12月 20日（木）午前 9時から健康増進課

※説明会と郵送では、結果報告書の様式が異なります。
※各がん検診は、治療中の人はご遠慮ください。

※ 

ひ
き
つ
け(

け
い
れ
ん)

を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
や
、
疾

患
な
ど
で
定
期
的
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
い
る
人
は
、
主
治

医
と
相
談
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
服
用
し
て
い

る
人
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
軟
こ
う

を
塗
っ
て
い
る
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
第

２
期

　

18
年
度
か
ら
、
小
学
校
就
学
前

年
度
に
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防

接
種
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

期 　

間　

20
年
３
月
22
日
（
土
）

ま
で

※ 
期
間
を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種

（
有
料
）に
な
り
ま
す
。

※ 

麻
し
ん
・
風
し
ん
に
か
か
っ
た

か
ど
う
か
で
接
種
ワ
ク
チ
ン
が

変
わ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

市
内
実
施
医
療
機
関

対 　

象　

平
成
13
年
４
月
２
日
〜

14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

１
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

１
月
10
日(

木)

午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階
対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

※ 

生
後
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
医
療

機
関
で
の
接
種
（
有
料
）
に
な

り
ま
す
。医
師
の
指
示
で
６
か

月
ま
で
に
接
種
で
き
な
い
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
の

相
談
や
遊
び
の
紹
介
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
対
象

① 

12
月
11
日(

火)

午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分
＝
０
歳
児

② 

12
月
26
日(

水)

午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分
＝
１
歳
児
以
上

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
2

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

　

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
状
態
を

確
認
し
、
心
身
と
も
健
や
か
に
成

長
す
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
４
か
月
健
診

と　

き　

20
年
１
月
８
日(

火)

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

19
年
８
月
11
日
〜
９
月

10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
健
診

と　

き　

12
月
18
日(

火)

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

18
年
５
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
３
歳
６
か
月
健
診

と　

き　

12
月
12
日(

水)

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

16
年
５
月
生
ま
れ
の
幼

児
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街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

介
護
衣
料
手
作
り
「
糸
ぐ
る
ま
」

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

Vol.41

　

今
回
は
、
先
月
紹
介
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
介
護
衣
料
手
作

り「
糸
ぐ
る
ま
」に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
準
備
で
忙

し
い
中
、グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
中
山
喜
栄
子

さ
ん
と
グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
さ
れ

た
岡
崎
佳
世
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

活
動
を
始
め
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ 　

初
め
は
自
宅
で
親

の
た
め
に
介
護
衣
料
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。介
護

の
合
間
を
縫
っ
て
や
っ

て
い
た
の
で
、
と
て
も
大

変
で
し
た
。

　

 　

そ
の
経
験
か
ら
、
介
護

衣
料
を
必
要
と
し
て
い

る
人
の
衣
料
作
り
の
手

助
け
を
し
た
い
と
思
っ

た
ん
で
す
。そ
こ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
機
関
誌「
な
か
ま
」に「
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
方
で
も
着
や
す
い
、
着
せ
や

す
い
衣
料
づ
く
り
」を
活
動
内
容
と
し
て

入
会
を
呼
び
か
け
、
平
成
７
年
に
20
人
の

会
員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

Ｑ 　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
か
。 

Ａ 　

私
た
ち
は
介
護
衣

料
が
必
要
な
人
、
一

人
ひ
と
り
の
希
望
に

沿
っ
て
、
既
製
品
の

服
を
改
良
し
た
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
介
護

衣
料
を
作
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。例
え
ば

使
い
慣
れ
た
パ
ジ
ャ

マ
を
持
っ
て
き
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
そ
の

方
が
使
い
や
す
い

よ
う
に
、
フ
ァ
ス

ナ
ー
や
マ
ジ
ッ
ク

テ
ー
プ
を
付
け
た

り
し
て
改
良
し
て

い
ま
す
。

　

 　

現
在
の
会
員
数

は
30
人
で
、
毎
週

火
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

Ｑ 　

活
動
で
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 　

会
員
が
こ
こ
に
来
る
の
が
楽
し
み
と
言

え
る
よ
う
な
雰
囲
気
作
り
を
心
が
け
て
い

ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
と
交
流
で

き
ま
す
し
、
年
配
の
方
々
は
裁
縫
が
上
手

で
知
恵
が
あ
る
の
で
、
私
た
ち
も
色
々
と

教
え
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

Ｑ 　

介
護
衣
料
作
り
で
苦
労
し
て
い
る
事
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ 　

苦
労
と
い
う
か
、
製
作

が
難
し
い
の
は
車
い
す

の
利
用
者
の
介
護
衣
料

づ
く
り
で
す
。ま
だ
ま
だ

知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、

依
頼
者
の
ニ
ー
ズ
か
ら

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
フ
ァ

ス
ナ
ー
が
あ
れ
ば
便
利

な
ん
だ
と
驚
く
こ
と
も

多
い
で
す
。

　

 

ま
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
、
依
頼
者
の
方
か
ら
デ
ザ
イ

ン
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。こ
う
い
う
こ
と
で
困
っ
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
何
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
、
と

頼
ま
れ
る
と
私
た
ち
は
何
と
か
し
よ
う
と

製
作
に
燃
え
ま
す
。

Ｑ 　

最
後
に
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
お
願
い

し
ま
す
。

Ａ 　

一
人
で
も
多
く
の
人
に
活
動
を
知
っ

て
も
ら
い
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
依
頼
が
あ
れ
ば
、
地

域
で
の
説
明
会
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

糸
ぐ
る
ま
の
中
山
さ
ん

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内　

℡  
・
℻  

８
９
４
・
３
７
３
７
）

ボランティアセンターでの活動風景

着やすく改良された服

糸ぐるまのみなさん
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ALBUM
あ る ば む

Pickup!
コリングウッドから友好使節団
　10月30日（火）～11月6日（火）、姉妹都市提携
25周年を記念して、カナダ・コリングウッド市から、
総勢22人の友好使節団が、交野市を訪れました。
　一行は滞在中、ホームステイをしながら、市民と
の交流や日本文化の体験などを行い、交野や日本に
対する理解を深めました。
　両市は、1981年に姉妹都市の提携を結んで以来、
互いに訪問を重ねてきましたが、今回は、昨年7月
に発足した交野市国際交流協会（冨田利一会長）が
中心となって使節団を受け入れました。

【写真上】10月31日（水）、交野小学校でのう
どん打ち体験では、こねた小麦粉を足で踏むこ
とに驚きの声が。この後、給食も食べました。寺
会館に場所を移して、浴衣の着付け体験や日舞
の観賞をしました。
【写真右】11月1日（木）、ゆうゆうセンターで
歓迎パーティー。200人余りの市民が集まり、
一行を歓迎しました。アトラクションの皿回し
では、クリス・キャリエール市長らも挑戦（今月
号の表紙写真）。

【写真左・下】11月3日（祝）、青年の家で開催され
ていた市文化祭を見学。書道体験では筆、茶道体験
では正座、と慣れないものが続き、みんな一苦労。

クリス・キャリエール市長
　大歓迎を受け、とてもうれしい
です。来年は、ぜひ多くの交野市民
を私たちの街に迎えたいですね。
　コリングウッドは、カナダの建
国以前にできた伝統ある街。夏は
ジョージア湾でのヨット遊びや水
泳、秋はすばらしい紅葉、冬はス
キーを楽しめます。春から秋にか
けてのゴルフも最高ですよ。

サンドラ・クーパー副市長
　学校の給食がとても興味深かっ
たです。うどん打ち体験も、日本
の食文化に触れる貴重な経験にな
りました。

ジョン・ゴードンさん
　新聞に載った交野訪問の広告を
見て、真っ先に応募しました。初め
ての日本ですが、交野の人々は親
切で、旅行を満喫しました。

写
真
協
力　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
野
市
国
際
交
流
協
会
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祭

あ る ば む

AA L BB U M

星田囲碁友の会が30周年
　10月6日（土）・7日（日）、星田コミュニティセン
ターで星田囲碁友の会の創立30周年記念イベント
が開催され、会員16人が参加しました。　
　両日ともスイス式トーナメント方式による大会
が行われ、熱戦が繰り広げられました。
　参加者からは「記念大会は初めて、面白かったの
でもっとたくさん試合をしていきたい」と話してい
ました。

あ る ば む

はり絵で来年の干支づくり
　10月12日（金）、ゆうゆうセンターで「はり絵講
座」が開催され、ゆうゆう講座受講生60人が参加し
ました。
　受講者は、講師の手本を見ながら、和紙を手でち
ぎり、3時間かけて「ねずみと松竹梅」を作りました。
最後に、苦心の作品を色紙にはり付けると、満足そ
うに出来栄えを眺めていました。

実りの秋の収穫体験
　10月21日（日）、農作物を収穫する喜びを体験す
る第15回農とのふれあいツアーが行われ、市民ら
80人が参加しました。
　稲刈り・芋掘り・おにぎりづくりを体験した後、収
穫したサツマイモの重量当てが行われました。
　児童からは「新米のおにぎりがおいしかった。お
土産でもらったサツマイモが楽しみ」という感想が
聞かれました。

岩船わいわいフェスタ
　10月28日（日）、岩船小学校で岩船わいわいフェ
スタ'07が催されました。
　「ででんこ交野」のメンバーによるにぎやかな太
鼓のパフォーマンスが雰囲気を盛り上げ、来場者
は、ポップコーンや綿菓子を食べながらイベントと
模擬店を楽しんでいました。
　そのほかにも「世界一大きな絵2010」に参加した
5、6年生120人の描いた5㍍四方の布キャンバス
の絵が、校舎の壁面にはられ、来場者の注目を集め
ていました。
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AA L BB U M

避難訓練を兼ねての芋掘り大会
　10月14日（日）、星田山手自治会主催の星田山
手芋掘り大会が催され、住民約280人が参加しま
した。
　今回は、災害時の避難訓練を兼ねて、班ごとにロ
ープを握り、多目的広場から畑まで一列になって歩
きました。
　畑ではみんなが芋掘りに熱中し「うわぁ、こんな
にたくさんあった」「見て、見て、大きいで」と声を上
げて楽しんでいました。

花と緑を育てる活動に対して表彰
　10月21日（日）、大阪狭山市で行われた府都市緑化
フェアで第11回大阪府花と緑の街づくりコンクール
の授賞式が行われ、全61団体の中から交野市のボラ
ンティアグループ花と緑の会「いぶき」が、㈳大阪府公
園・都市緑化協会賞を受賞しました。
　同会の受賞花壇は、交野市駅前ロータリー、イズミ
ヤ交野店前、JR河内磐船駅前ロータリー、大丸ピー
コック星田店前交差点の4か所で四季それぞれに美
しい花を咲かせています。

きっずフェスタ 2007
　10月23日（火）、いきいきランド交野で、子育て
ネットワーク「ティンクル」主催のきっずフェスタ
2007が行われ、約700人の親子連れが集まりまし
た。
　子育てサークル7団体の工作や手遊び、図書館司
書による読み聞かせ、児童福祉部会や手作りおもち
ゃ「玉手箱」の楽しいおもちゃ作り、健康増進課によ
る身長・体重測定＆プチ相談コーナーなど内容が盛
りだくさん。
　参加者らは各ブースを回りながら、イベントを大
いに楽しんでいました。

楽しく防災地図作り
　10月28日（日）、南星台地区でまちづくり委員会
と子ども会を中心に南星台区子供防災探索が行わ
れ、小学生19人、保護者や関係者22人が参加しま
した。
　子どもたちは、3グループに分かれて地区内を探
索。消火栓や防火水槽、掲示板などを見つけると、写
真を撮ったり、地図にラベルをはったりして、防災・
防火マップを作りました。
　写真を担当した児童は「ダムがあんな場所にある
なんて知らなかった。いろいろなことが分かって良
かった」と話していました。
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代
の
明
応
２
年
（
１
４
９
３
）
の

刻
銘
の
あ
る
宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

筺
印
塔
の
一
部

や
、
花
瓶
が
彫
刻
さ
れ
た
、
仏
像

を
安
置
す
る
た
め
の
石せ
き
が
ん龕（
石
の

箱
）
の
一
部
が
大
切
に
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。

妙
見
山
麓
の
古
式
地
蔵

　

小
松
神
社
（
星
田
妙
見
宮
）
裏

参
道
入
口
の
そ
ば
に
、「
鎌
倉
墓
」

と
呼
ば
れ
る
お
堂
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
周
辺
か
ら
掘
り
出
さ

れ
た
石
仏
・
石
塔
な
ど
２
０
０
基

以
上
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。中

で
も
地
蔵
菩
薩
立
像
は
像
高
42
㌢

で
右
手
に
宝
珠
を
持
ち
、
左
手
は

錫
杖
を
持
た
ず
、
与
願
印
の
印
相

を
結
ぶ
古
式
地
蔵
で
す
。

　

交
野
市
で
古
式
の
形
式
を
も
つ

も
の
と
し
て
は
、
私
市
・
共
同
墓

地
と
星
田
・
薬
師
寺
と
こ
の
地
蔵

菩
薩
の
３
体
だ
け
で
す
。

星田の石仏さん②

協力：歴史民俗資料展示室ボランティア解説員（℡ 810・6667）

　

今
年
も
木
枯
ら
し
の
吹
く
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。外
に
立
っ

て
い
る
石
仏
さ
ん
も
季
節
の
移
り

変
わ
り
を
肌
で
感
じ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

今
月
も
先
月
に
引
き
続
き
、
星

田
の
石
仏
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

妙
見
口
の
石
仏
さ
ん

　

妙
見
川
は
昭
和
40
年
ご
ろ
ま
で

道
よ
り
も
高
い
と
こ
ろ
を
流
れ
る

天
井
川
で
し
た
。星
田
と
私
市
の

往
来
は
堤
の
下
に
造
ら
れ
た
ト
ン

ネ
ル
で
、
そ
の
ト
ン
ネ
ル
の
上
に

置
か
れ
て
い
た
の
が
、
現
在
の
妙

見
口
バ
ス
停
横
に
あ
る
７
体
の
石

仏
で
す
。

　

こ
の
石
仏
は
、
春
に
は
満
開
の

て
い
ま
す
。

　

石
仏
さ
ん
の
前
に
す
わ
り
、こ
ち

ら
か
ら
語
り
か
け
て
み
れ
ば
、何
か

語
り
か
け
て
く
る
よ
う
で
す
。

小し
ょ
う
し
ょ
う
じ

松
寺
の
境
内
仏

　

小
松
寺
は
江
戸
時
代
の
宝
永
元

年
（
１
７
０
４
）
に
創
建
さ
れ
ま

し
た
。
寺
の
名
前
は
平
安
時
代
、

星
田
の
山
中
に
あ
っ
た「
小こ

ま
つ
で
ら

松
寺
」

の
字
を
継
承
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。境
内
を
進
む
と
墓
地
の

休
憩
所
横
で
阿
弥
陀
如
来
立
像
の

石
仏
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

小
松
寺
に
は
そ
の
ほ
か
室
町
時

桜
の
下
で
、
夏
に
は
木
々
の
葉

陰
の
下
で
昼
寝
を
し
、
秋
に
は
紅

葉
を
楽
し
み
、
冬
に
は
落
ち
葉
の

じ
ゅ
う
た
ん
に
身
を
く
る
み
暖
を

と
ら
れ
て
い
ま
す
。

真
言
墓
の
阿
弥
陀
さ
ん

　

妙
見
口
の
仏
さ
ん
か
ら
１
０
０

㍍
ほ
ど
上
流
に
行
き
、
住
宅
の
間

を
左
に
入
る
と
星
田
光
明
寺
の
墓

地
が
あ
り
ま
す
。こ
の
墓
地
は
寺

の
宗
派
か
ら
真
言
墓
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

中
に
入
る
と
正
面
に
阿
弥
陀
如

来
立
像
が
あ
り
ま
す
。像
の
背
面

に
は
二に

じ
ゅ
う
え
ん
こ
う
は
い

重
円
光
背
、
首
に
は
三
つ

の
膨
ら
み
を
設
け
、
三さ

ん
ど
う道（
優
し

さ
・
素
直
さ
・
暖
か
さ
）
を
表
し

妙
見
口
の
仏
さ
ん

真
言
墓
の
阿
弥
陀
如
来
立
像

小
松
寺
の
阿
弥
陀
如
来
立
像

当
時
の
ト
ン
ネ
ル

（
ト
ン
ネ
ル
の
上
を

妙
見
川
が
流
れ
る
）

古
式
の
地
蔵
菩
薩
立
像

写真提供：和久田薫さん
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星田　石仏めぐりマップ
　

昔
は
こ
こ
に
７
体
の
石
仏
さ
ん

が
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
写

真
右
端
の
１
体
だ
け
し
か
お
ら

れ
ま
せ
ん
。残
り
の
６
体
の
送
り

地
蔵
は
ど
こ
で
お
暮
ら
し
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

石
仏
さ
ん
は
、
堂
内
の
木
彫
・

金
銅
仏
と
違
い
、
い
つ
も
道
端
で

人
目
に
触
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
専
門
家
に
と
っ
て

は
新
発
見
や
珍
し
い
石
仏
さ
ん
で

門
の
木
地
蔵
さ
ん

　

お
大
師
さ
ん
の
祠
か
ら
中
川
に

沿
っ
て
北
に
１
０
０
㍍
ほ
ど
進
む

と
、
右
手
に
１
体
の
地
蔵
菩
薩
立

像
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　

星
田
の
人
た
ち
は
８
月
13
日

に
な
る
と
星
田
の
共
同
墓
地
に
お

参
り
し
、
ご
先
祖
を
お
迎
え
に
行

き
ま
す
。そ
し
て
15
日
の
夜
に
は

親
族
一
同
も
集
り
、
死
者
の
成
仏

を
願
い
夜
を
徹
し
て
仏
事
供
養

を
し
、
16
日
に
入
っ
た
深
夜
、
こ

の
地
蔵
の
と
こ
ろ
ま
で
ご
先
祖
を

送
っ
て
お
供
え
飾
り
な
ど
を
燃
や

す
風
習
が
最
近
ま
で
残
っ
て
い
ま

し
た
。そ
の
た
め「
送
り
地
蔵
」と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

も
、
地
域
の
人
に
と
っ
て
は
そ
こ

に
あ
る
の
が
当
た
り
前
の
も
の

で
、
十
分
に
評
価
を
与
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
に
は
、
時
代
と
と
も
に
消
え

て
い
く「
野
の
仏
」も
あ
り
、
石
仏

さ
ん
に
刻
ま
れ
た
庶
民
の
思
い
出

も
一
緒
に
消
え
る
よ
う
で
、「
も
の

の
の
あ
は
れ
」を
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
政
信

昭
和
50
年
ご
ろ
の

門
の
木
地
蔵
さ
ん

中
川
上
流
の
二
尊
仏

　
「
鎌
倉
墓
」
か
ら
、
星
田
公
園
に

向
か
う
途
中
、
左
に
カ
ー
ブ
す
る

と
こ
ろ
に
、
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
、

摩
滅
し
た
二
尊
仏
が
用
水
路
べ
り

に
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
こ
に
お
ら
れ
る
の
か
記

録
に
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も

美
し
い
お
花
が
供
え
ら
れ
て
い
る

石
仏
さ
ん
で
す

唐
臼
地
蔵
さ
ん

　

４
月
21
日
は
お
大
師
さ
ん
の
命

日
で
、
各
所
で
法
要
が
盛
ん
に
行

わ
れ
ま
す
。星
田
に
は
お
大
師
さ

ん
を
共
同
で
お
ま
つ
り
し
て
い
る

祠
が
15
堂
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
善

林
寺
近
く
の
祠
に
、
板
碑
の
二
尊

仏
が
立
て
掛
け
て
あ
り
ま
す
。

　

碑
の
頂
部
は
も
と
も
と
山
形
で

し
た
が
、
唐
臼
と
い
う
稲
な
ど
の

も
み
が
ら
を
落
と
す
た
め
の
道
具

の
基
台
に
使
用
さ
れ
た
た
め
へ
こ

ん
で
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
入
り
神
仏
分
離
令

を
き
っ
か
け
に
、
全
国
に
広
ま
っ

た
廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
に
よ
り
、
こ
の
よ
う

に
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

中
川
上
流
の
二
尊
仏

唐臼地蔵さん（板碑二尊仏）
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みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみな
さんが市役所の仕事や手続きな
どで、日ごろから疑問に思って
いることを質問していただき、
お答えするコーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メ
ールに住所、氏名、電話番号を
必ず記入して、市長公室広聴広
報担当へお寄せください。
送付先　
　 〒576－8501　交野市役所市
長公室広聴広報担当「は～い！
こちらは広報です」係

　℻ 891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osa　
　ka.jp

　
　
　

市
民
Ｑ
＆
Ａ　

　
　
　
　
　
　

は
〜
い
！
こ
ち
ら
は
広
報
で
す

、

　　　　　　　　　

Ｑ 　

子
ど
も
が
、
４
月
か
ら
小
学
生

に
な
る
の
で
、
放
課
後
児
童
会
に

預
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
会
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し

て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｋ
さ
ん

Ａ 　

放
課
後
児
童
会
は
、
決
ま
っ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、児
童
が
楽
し
く
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

児
童
会
で
の
生
活
の
基
本
は
集

団
生
活
で
す
。学
校
か
ら
帰
っ
て

く
る
と
ま
ず
、
宿
題
を
す
る
時
間

を
設
け
、
そ
の
後
、
外
遊
び
や
お

や
つ
を
食
べ
、
各
自
ま
た
は
集
団

遊
び
を
し
な
が
ら
過
ご
す
の
が
通

常
で
す
。

　

 　

ま
た
、
児
童
会
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、
昼
食
会
や
お
誕
生
日
会
、

剣
玉
大
会
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
な
ど
、児
童
が
楽
し
み
な

が
ら
集
団
生
活
に
順
応
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

児
童
た
ち
で
約
束
事
を
決
め
、

班
を
作
り
、
掃
除
当
番
な
ど
共
同

作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
集
団

生
活
を
通
し
て
、
自
ら
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
な
居
場
所
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

※ 

放
課
後
児
童
会
へ
の
入
会
は
、
12

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

青 

少
年
育
成
課
（
℡
８
９
２
・
７
７

２
１
）

児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡ 891・1825）、青年の家図書室（℡ 893・4881）

一　般　書

バスがきました
　三浦太郎　童心社
2年3組ワハハぐみ
　薫くみこ　ポプラ社
チームふたり
　吉野万理子　学習研究社
二代目魔女のハーブティー
　あんびるやすこ　ポプラ社
どうしてクリスマスには…
　二宮由紀子　文研出版
おばけかぼちゃ
　たちのけいこ　あかね書房
うわさのミニ巫女
　柴野理奈子　講談社
魔女と森の友だち
　湯本香樹実　理論社

ちょっと昔の道具たち
　中林啓治　河出書房新社
脳が若返る歩く習慣
　米山公啓　中経出版
消しゴムで年賀状
　深沢紅爐　二玄社
さよなら、そしてこんにちは
　荻原浩　光文社
3 時間熟睡法
　大石健一　三笠書房
世界遺産石見銀山を歩く
　穂坂豊　山と渓谷社
望みは何と訊かれたら
　小池真理子　新潮社
常備菜と保存食
　武蔵裕子　日本放送出版協会

お知らせ

　ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。
この他にも多数あります。読みたい本が見つからないときは、係
員にお尋ねください。本の予約、リクエストも受け付けています。

「ぐりとぐらのおきゃくさま」
なかがわりえこ　文
やまわきゆりこ　絵

福音館書店

　森の中で雪合
戦をしていた野
ねずみのぐりと
ぐらは、大きな
あしあとを見つ
けました。それ
がだれのものか
を調べることにした 2匹は、雪
の上についているながぐつのあ
とをたどって行きました。森を
抜けて歩いて行くと、そこはな
んと自分たちのお家でした。中
に入っていくと、大きなながぐ
つや赤い帽子、てぶくろなどが
あちこちに…。果たしてそのお
きゃくさまとは？
　ロングセラー絵本の定番「ぐ
りとぐら」シリーズのうちの 1
冊。このほか、「ぐりとぐらの
えんそく」、「ぐりとぐらのおお
そうじ」など、数多く出版され、
長い間みなさんに親しまれてい
ます。
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法律相談（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予約制）
　 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその
翌日）の9時30分から電話で市長公室（℡   892・0121）
土地建物相談（不動産鑑定士）
　11日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　19日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　8日（土）星田市民センター、21日（金）市役所別館、い
　ずれも13時30分～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 25日（火）13時～16時、星田市民センター
相続・遺言相談（行政書士）
　26日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡   892・0121）

心身障がい者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 （身体）第1・3水曜日（知的）第1水曜日、いずれも13
～16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 平日9時～正午と13時～ 17時30分
知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　障がい福祉課（℡   893・6400　℻   891・6241）
高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 平日9時～17時30分、ゆうゆうセンター内地域包括
支援センター（℡   893・6423）
※ 問い合わせ　社会福祉協議会（℡   893・6400）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　7日（金）と21日（金）13時30分～15時、青年の家
　11日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　 平日9時～正午と13時～17時（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～16時30分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 平日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2階
（℡  891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡   892・0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡  892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日（26日～1月9日を除く）14時～16時、ゆう
ゆうセンター

※問い合わせ　社会福祉協議会（℡  893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡  892・0121）

女性相談（女性相談員）
　13日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階、定
　員3人（予約制）、予約は電話で市長公室（℡   892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　20日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　平日 10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡   892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 平日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
進路選択支援相談
　平日16時～17時30分、市長公室人権政策担当
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡  892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　 平日9時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）
子育て支援センター「いちばんぼし　くらぶ」（保育士）
　 来所＝毎週火・水・木曜日13時～16時、電話＝平日9時～
17時、子育て支援センター（星田3－10－8　星田保育園内）
※問い合わせ　子育て支援センター（℡  891・1793）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　収集地区　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

12 月   5 日
（第1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

12 月 12 日
（第 2水曜）

12 月 12 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

12 月 19 日
（第 3水曜）

12 月 19 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

12 月 26 日
（第 4水曜）

12 月 26 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

12 月  5 日
（第1水曜）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　収集地区　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）・傍示

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間前です。（詳しくは「家庭
ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）
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12 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日および 12月 29日（土）～ 20年 1月 3日（木）は除きます。

育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園

12月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡  892・2471）

粗大ごみ予約受付センター（℡   891・5
ご

3
み

7
な
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し

　午前 9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。
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みんなのページ

ターなど、5種類を楽しむ。定
員 30 人。会費 500 円（１か月
分）。指導は山基流の山本もと
子さん。［申・問］山本さん（℡  
090・3925・0742）

アンサンブルかたすい（吹奏楽団）
　毎週日曜日午前 9 時 30 分
～正午、青年の家 301 号室。吹
奏楽の練習・演奏会など。対象
は中学生以上。楽器を持ってい
る人歓迎。クラリネット、パー
カッション急募。月会費 1,000
円。［ 申・ 問 ］三 原 さ ん（ ℡  
891・9855）

子育てサークルお日さまくらぶ
　第 2・4 木曜日午前 10 時
30 分～正午、星田出張所、その
他野外。年会費 1人 1,000 円。
市内在住の未就園児の親子を
対象に活動しています。［問］薮
谷さん（℡   892・5160　http:/
/www.ohisama.blog4.petitma
ll.jp/）
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  ハイキング　●●●

京都西山　釈迦岳～ポンポン山
　12月 9日（日）午前 8時、阪
急梅田駅 3階改札口前集合。雨
天中止。阪急京都線東向日駅   －
善峰寺－釈迦岳－ポンポン山－
本山寺－神峰山バス停－ JR高
槻駅。13 ㌔。参加費 300 円。
交通費約 2,000 円。［申・問］岩
本さん（℡   892・0167）

六甲　東お多福山（初登り）
　20 年 1 月 3 日（木）午前 8
時、阪急梅田駅 3 階改札前集
合。雨天の場合は 4 日（金）。
阪急芦屋川駅－ロックガー
デン－岩吹山－東お多福山－
黒石谷－八幡谷－岡本駅。約
10 ㌔。定員は約 30 人。対象
は小学 4 年生～成人。参加費
300 円。交通費 600 円。コッ
プ持参。［申・問］岩本さん（℡  
892・0167）

農業大学校学生募集

　大阪府環境農林水産総合
研究所農業大学校では、下記
のとおり学生を募集します。
受 験資格　府内在住で、高
等学校卒業または同程度
の学力がある人

※年齢制限はありません。
試験日　12 月 19日（水）
募 集期間　12 月３日（月）
～ 14日（金）

［問 ］同校事務室（℡  072・
958・6551）

和歌山城下町散策
　1月5日（土）午前7時50分、
河内磐船駅集合。京橋駅大阪行
きホーム－天王寺－和歌山－
けやき通り－刺田比古神社 －無
量光寺－和歌山城。青春 18 き
っぷ利用。参加費 200 円（保険
代）。交通費 2,300 円。［申・問］
鶴園さん（℡   891・6002）
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［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

ボーイスカウト交野１団
　月 2 回程度（土日祝）。週末
を楽しもう。自然と人との和を
はかろう。自立と徳を養い身体
をきたえます。対象は幼年中～
小学 6年生。入会金なし。会費
6,000 円（半年分）。［申・問］古
橋さん（℡   893・1506）

アンサンブル・アニマート
　毎週火・金曜日午前 9時 30
分～午後4時、青年の家音楽室。
ピアノ演奏技術の向上とアンサ
ンブルを楽しむ。若干名募集。
初心者可。入会金 2,000 円。月
会費 2,500 円と会場費 3,000
円（半年分）。［申・問］三村さん
（℡   090・7366・5187）

クロリティー　スポーツ輪投げ
　毎週金曜日午前 9時 30分～
正午、青年の家 101 号多目的
ホール。クロリティーとインデ
ィアカ（初心者歓迎）を一緒に
楽しみませんか？ 1 度会場へ
見に来てください。上履きを持
参してください。［問］七條さん
（℡   891・7195）

トープの色のパッチワーク
　毎月第1土曜日と第3金曜日
午前 10時～正午、星田出張所
2階。初心者の方大歓迎。いろん
な作品を作りましょう。月会費
1回1,000円。材料費別途。［申・
問］下平さん ( ℡   894・4950）
か、出羽さん（℡   891・8399）

なんでもくらぶ地球環境を考える会
　毎月第 2土曜日午後 1時～
と第 3土曜日午前 9時～、ゆう
ゆうセンター。ケナフ染絵手紙、
山基流イメージレター、ライト
アンドシェイド、ピクチャズレ
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  善　　意　●●●
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和
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善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行に
預託していただきました。

▽  倉治の交野中央商店会から夏
祭りチャリティー募金 3 万
2,389 円

▽  星田山手の髙橋由貴子さんか
ら故髙橋清志さんの遺志によ
り 50万円

▽  進喜サウンドからチャリティ
ーカラオケ交流会募金箱から
8,730 円

▽松塚の岡本功さんから3万円

▽  ㈱ビューティサロンモリワキ
から 55 周年チャリティーコ
ンサートの収益金および募金
の一部 31万 164 円

能登半島地震への災害義援金
　日本赤十字社交野支部設置の
義援金は１万 8,464 円でした。
　みなさまからの義援金は、日

本赤十字社石川県支部に送金さ
せていただきました。ご協力あ
りがとうございました。

点字カレンダーを進呈

　ボランティアグループ
点訳「虹の会」が点字カレン
ダー（20年版）を作りました。
希望者に無料で進呈します。
［申 ・問］ボランティアセン

ター（℡   894・3737）

伐採木などを
配布します

　大阪市立大学理学部附属
植物園では、冬になるとク
スノキ・コナラなど、さまざ
まな伐採木やせん定枝がた
くさん出ます。このような
木材を有効に活用していく
ため、希望者に無償で提供
します。希望する人は、在庫
を確認の上、指定の日時に
取りにきてください。
［問 ］同植物園（℡   891・

2059　℻   891・2101）
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しください。［問］上野さん（℡  
894・4822）

リコーダー de X'mas
　12月 15日（土）午後 2時（開
演）、青年の家 3 階 302 号室。
入場料 300円（飲み物・お菓子
付き）。小学生以下は無料。クリ
スマスソング、「ラッパ吹きの休
日」、「赤いサラファン」ほか。団
員も募集中です。［問］関本さん
（℡   892・1933）

音楽の花束コンサート vol.8
　12月 16日（日）午後 2時（開
演）、ゆうゆうセンター多目的
ホール。アベマリア特集やクリ
スマス曲で一足早いクリスマ
スを感じ楽しい一時を。協力金
500円（小学生以上）。主催は交
野演奏家クラブ「音夢の会」。友
情出演パステルズ。［問］前田さ
ん（℡   090・2282・0054）

人形劇団〝京芸〞がやってくる！
　12月 16日（日）午後２時～、
いきいきランド会議室。作品名

「火よう日のごちそうはひきが
える」。バックに流れる音楽は
チェロの響き。入会金 100 円。
月会費 1,200 円（4 歳以上）。
［申・問］交野おやこ劇場（月・水・
金曜日午前 10時～午後 2時に
℡  ・℻   893・4960）

Nippon お雑煮たべくらべ
　12月16日（日）午後1時～、
ゆうゆうセンター調理室。郷土
各地の雑煮 4 種。出身や国籍
を問わず、共に作って！楽しん
で！事前申し込み。参加費 500
円。外国の人は無料。［申・問］
交野発国際親善の輪（℡   090・
9868・7486  番 号 通 知 で　
e-mail:satmaekawa@nifty.com）

包丁・ハサミ研ぎ
　12月 19日（水）・20日（木）
午前 10 時～正午受付、市役所
別館前。切れなくなった包丁・
ハサミの研ぎを有料でします。
受付時間内にお持ちください。
都合により、お預かりすること
もあります。［問］代永さん（℡  

なわとび教室
　

と　き 時　間 クラス名

①12月15日（土）   9:30～10:30 まえまわしとび

②12月15日（土） 11:00～12:00 二重とび

③12月16日（日）   9:30～10:30 はやぶさ

④12月16日（日） 11:00～12:00 かえし

⑤12月15日（土） 14:00～15:00 まえまわしとび

⑥12月15日（土） 15:30～16:30 二重とび

⑦12月16日（日） 14:00～15:00 はやぶさ

⑧12月16日（日） 15:30～16:30 かえし

と ころ　①～④第 1児童センター、⑤～⑧星田西体育
施設

対　象　市内在住の小学生（親子での参加も可）
定　員　各コース 20人（先着）
参加費　1コース 100円
持ち物　室内用運動靴、タオルなど
［  申 ］12 月 4日（火）～ 14日（金）までに参加費を

添えて直接各会場〈月曜日は休館〉
［  問 ］第 1児童センター（℡   893・1144）、星田西体

育施設（℡   893・7721）

892・8568）

冬休み親子で食育パンづくり
　12月 26 日（水）午前 9時～
と午後 1時～、ゆうゆうセンタ
ー。楽しく脳と心と身体を鍛え
育てる学びと遊び心のパン作
り。親子で 2,700 円、兄弟 600
円。講師はピーターぱんクラブ
の山田和子さん。［問］横山さん
（℡   090・3999・5973）

正月用生花教室　未生流
　12月 27 日（木）午後 1時～
4 時 30 分、青年の家。参加費
1,000 円。花代 3,000 円。講師
は鵜飼好子さん。［申・問］志田
さん（℡   894・2523）

書道の会展覧会
　20 年 1 月 15 日（火）～ 20
日（日）午前 9時 30分～午後 5
時、青年の家 1階ロビー。幼児
から一般までの硬筆、毛筆作品
約 70点展示。主催は書道の会。
［問］森岡さん（℡   893・5707）

　
妙見坂区が大阪府警察本部長賞受賞
　

　10月5日（金）、府立青少年会館で、全国地域安全
運動大阪府民大会2007が行われました。
　地域安全活動に顕著な功績のあった「防犯功労団
体」として妙見坂区が大阪府警察本部長賞を受賞し、
また、「防犯功労者」として新田恒治妙見坂区長（写真
右）が表彰されました。
　新田区長は「今回の受賞は、パトロールをしていた
だいているボランティアのみなさんや、これを支援
していただいている住民のみなさんのご尽力の賜物
です。心から厚くお礼を申し上げます」と話していま
した。
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  催　　し　●●●
ダンスパーティー
　12月 9日（日）午後 1時～ 4
時、ゆうゆうセンター。フォー
メーションとプロのデモも楽し
んでください。スナック、飲み
物準備。会費は当日 1,200 円、
前売り 1,000 円。［問］交野社
交ダンス同好会の福田さん（℡  
892・3949）

楽しい！おやこのクリスマス会
　12月9日（日）午前10時 30
分～午後3時、青年の家304号
室。〝おい～で〞による歌遊び、エ
プロンシアターと新聞バルーン
など。対象は幼児・小学生の親
子。参加費300円（軽食付）。［申・
問］交野おやこ劇場（月・水・金
曜日午前 10 時～午後 2 時に
℡  ・℻   893・4960）

第 25回交野市合唱祭　
　12月 9日（日）午後 1時（開
演）、星の里いわふね。市内 12
の合唱団が一堂に会してのコー
ラスの祭典。多数のご来場をお
待ちしています。入場無料。［問］
岩本さん（℡   891・7544）か、
玉田さん（℡   891・8121)

晴れ着着付講習会
　12 月 11 日（火）、武道館 2
階専修室。12 月 12 日（水）、
幾野南集会所（2丁目）いずれ
も午前 10 時～正午。お正月の
晴れ着、成人式の簡単な帯結び
の講習。参加費 500 円。主催は
和装技術研究会着物着付教室。
［申・問］根本さん（℡   891・
5073）

素敵な演奏を聞きにきてね
　12 月 14 日（金）午前 10 時
～正午（予定）、天野が原保育
園。アンサンブルかたすいと一
緒に、少し早めのクリスマスを
楽しみませんか。参加費は無料。
［問］木戸さん（℡   892・8585）

環境ケナフ＆絵レター作品展
　12月 14日（金）～ 16日（日）
午前 9時～午後 5時、青年の家
1 階ロビー（14 日は午前 10
時～、16 日は午後 4時まで）。
「もったいない精神」でいろい
ろできあがります。会員の作品
展示。主催はなんでもくらぶ地
球環境を考える会。［問］山基流
の山本さん（℡   090・3925・
0742）

廃食油回収
　12 月 15 日（土）午前 9 時
30 分～ 10 時 30 分。場所は 4
月号広報を参照ください。市内
20 か所で回収します。時間内
に持参し、空容器は持ち帰り各
自処分してください。［問］代永
さん（℡   892・8568）

第 3バザー
　12 月 15 日
（土）午前 10
時～午後4時、
作業所クロー
バー。毎月第
3 土曜日に開
催しています。
日用品、衣類、食器ほか値段も
格安で大好評です。今年最後の
バザーになりました。ぜひお越

　　　　　

編集手帳

水彩画「二水会展」
　12 月 4 日（火）～ 9日（日）
午前 9時 30 分～午後 4時 30
分、青年の家 1階ロビー。今回
のテーマは「交野の四季」と「平
成 20 年のエト」を中心とした
約 40 点を展示します。［問］服
部さん（℡   892・6324）

英国調ビーズ刺繍体験教室
　12月 4日（火）午後 1時～ 3
時 30 分、青年の家 204 号室。
12 月 20 日（木）午前 9 時 30
分～正午、青年の家研修室 205
号室。ビーズ刺繍デザインたむ
らひとみ英国調のクラシカル
な作風。体験料 2,100 円から。
講師は井上さくらさん。［申・
問］井上さん（℡   090・4034・
8562　平日のみ）

クリスマスコンサート
　12月 5日（水）午後 1時（開
演）、ゆうゆうセンター交流ホ
ール。サックスの調べにのせて
クリスマスの喜びをあなたに。
入場料 300円。［申・問］渡辺さ
ん（℡   893・5711）

アンサンブル・アニマート発表会
　12月 7日（金）午前 10時～
正午、青年の家音楽室 302。日
ごろの練習の成果発表と親睦を
かねての第 7回発表会。多数ご
来聴ください。入場無料。［問］
三村さん（℡   090・7366・51 
87）

人口と火災・救急
10 月末の市の人口（前月比）

　　人　口　79,448 人　（＋ 284）
　　　男　　38,872 人　（＋ 229)
　　　女　　40,576 人　（＋  55）
　　世帯数　30,302      （＋ 264）

10 月の火災と救急
火災   1 件 　　救急　198件

　　　※毎月 1日の正午、点検のため消防
　サイレンを鳴らします。
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木  翔
しょううん

雲です
平成18年 9月30日生

「翔雲がいるだけで皆が笑顔になるよ。

元気いっぱい大きくなあれ！！」　

（森北）

後
ご と う

藤  舞
ま い

以です
平成18年 4月17日生

「元気に育ってね」　

（藤が尾）
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